
１年

１ 授業中の態度や参加の様子（発言・話し合い・聞く態度）
２ ノート・ワーク・レポート・作品などの提出物の内容
３ 定期テスト
４ 単元テスト、小テスト、作文、スピーチ、音読など

定
期

テ
ス
ト

評
価

方
法

２　（国語）科の学習について

授
業
の

進
め
方

★授業の流れは①めあての提示②課題に向き合う場面（交流）③まとめ・振り返りの流れで進めていきます。「言葉による見方・考え方を
働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現習 する資質・能力」をつけるために、(1)自分の意見を持って積極的に表現
しましょう。(2)友達との交流を通して、自分の意見考えを深めましょう。(3)授業中の大事なところはメモを取り、ノートは「自分の参考書」
にしましょう。(4)自分の考えを発表したり書いたりする習慣を身につけましょう。(5)読書の習慣、こまめに辞書を引く習慣を身につけま
しょう。

〇教科書ならびに副教材を使用して学習した授業の内容を中心に出題します。
〇テストに際しては，教科書の説明で使用したプリントや資料集、デジタルコンテンツなどについても出題します。
◯「知識・技能」、「思考・判断・表現」の２つの観点に分けて出題します。
◯テスト範囲は、テストの約１週間前に連絡します。

　「シラバス」とは、各教科の授業内容や学習の方法、 評価の方法などを記した総合的な学習計画のことです。浦添中学校の「シラバス」
は、生徒の皆さんが１年間、何を学び、どのように学習を進めていくかを示すことで、見通しを持って、計画的・主体的に授業に取り組めるこ
とをねらいとして作成しています。
また、各教科の評価の観点が３観点としてシラバスに示してあります。
Ⅰ「知識・技能」…各教科等で、学習する過程で身に付けた知識や技能の習得状況について評価を行います。また、それらを既に身に付け
ている知識や 技能と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場面でも活用できる程度に、概念として理解したり技能を習得し
たりし ているかについて評価を行います。
Ⅱ「思考・判断・表現」…各教科等の知識や技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力を身に付けているかを
評価します。
Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」…知識や技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力を身に付けたりすることに向けた粘り強い取り組
みの中で、自ら学習を調整しようとしているかを評価します。
　生徒の皆さんは、各教科の授業における｢学び｣が実生活とつながっているということを実感し、各教科が示す「基礎的・基本的な知識・技
能の確実な習得」ができるよう努力してください。さらに「各教科で学んだ基礎的・基本的な知識・技能を活用する活動(思考・判断・表現
等)」に積極的に取り組んで下さい。この地道な努力が、｢主体的に学ぶ力(＝学びに向かう力)｣を育成することにつながります。

１　（国語）科の目標と評価について

令和６年度　浦添中学校　各教科シラバス

教
科
の

目
標

評
価
の

観
点

国語便覧（浜島書店）
漢字の学習１（光村教育図書）
よくわかる国語の学習１A（明治図書）

教科名 国語学　　年

教科担当

教科書名

副 教 材

国語１（光村図書）

(1) 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に親しんだり理解したりす
ることができるようにする。
(2) 筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い，日常生活における人との関わりの中で伝え
合う力を高め，自分の思いや考えを確かなものにすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値に気付くとともに，進んで読書をし，我が国の言語文化を大切にして，思いや考えを伝え合
おうとする態度を養う。

（知識・技能）〇言葉の働きに気づいたり、言葉の種類ごとの特徴について理解したりしている。〇意見と根拠、具体と抽象な
ど、情報と情報の関係について理解している。〇現代語訳や語注などを手がかりに作品を読むことを通して、古典に表れた
ものの見方や考え方を知ることができる。〇学習した常用漢字を読むこと、また学年別漢字配当表に記されている漢字を書
き、文や文章の中で使うことができる。
（思考・表現・判断）〇自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話の構成を工
夫することができる。〇表現の仕方や適切な資料の引用などを考え、自分の考えがわかりやすく伝わる文章になるよう工夫
できる。〇読み手の立場に立って、表現の効果などを確かめて、文章を整えることができる。〇目的に応じて情報を整理しな
がら情報を得たり、登場人物の言動の意味について考 えたりして、内容を解釈できる。
（主体的に学習に取り組む態度）〇知識技能を獲得したり、思考力・判断力・表現力を身につけたりすることに、粘り強く取り
組んでいる。〇粘り強い取り組みの中で、見通しを立てたり振り返ったりして、自らの学習を調整している。〇言葉を通じて積
極的に人と関わったり、思いや考えを確かなものにしたりしながら、主体的に学習に取り組んでいる。



4月 指導時数 1

４月 指導時数 2

４月 指導時数 3

授業中の態度や参加の様
子（発言・話し合い・聞く態
度）

評価時期及び評価場面

第２時
・ 定期テスト・ 単元テスト

第１時・第２時

単元名（題材名） 書き留める・声を届ける・言葉を調べる

3　年間指導計画（その①）

単元名（題材名）

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

速さ，声の強弱，間の取り
方，言葉の調子，声の高さ
を工夫しながら音読してい
る。

音声の働きや仕組みにつ
いて進んで理解を深め，小
学校での学習を生かして
音読しようとしている。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

朝のリレー,

評価時期及び評価場面

授業中の態度や参加の様
子（発言・話し合い・聞く態
度）
・ 定期テスト

野原はうたう

授業中の態度や参加の様
子（発言・話し合い・聞く態
度）

単元名（題材名）

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

速さ，声の強弱，間の取り
方，言葉の調子，声の高さ
を工夫している。
→情景や心情を表す表現
に応じて，音読のしかたを
工夫している。

・音声の働きや仕組みにつ
いて進んで理解を深め、小
学校での学習を生かして
音読しようとしている。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価時期及び評価場面

第１、２時 第３時 第１、２，３時

第１時
 定期テスト

第１時

評価方法

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・聞き手を意識して速さ，声
の強弱，間の取り方，言葉
の調子，声の高さを工夫し
ている。
・線や矢印で情報を整理し
ている。

日常生活やこれまでに読
んだ本の中から題材を決
め，情報を整理して「言葉
の手帳」に書き込んでい
る。

音声の働きや仕組みについて
進んで理解を深め，小学校で
の学習を生かして声を届けよ
うとしている。
・進んで日常生活の中から題
材を決め、これまでの学習を
生かして「言葉の手帳」を書
こうとしている。

評価方法

・授業中の態度や参加の様子
（発言・話し合い・聞く態度）
・ノート・ワーク・レポート・作品
などの提出物の内容

ノート・ワーク・レポート・作
品などの提出物の内容

・ 授業中の態度や参加の
様子（発言・話し合い・聞く
態度）
２・ノート・ワーク・レポート・
作品などの提出物の内容

評価方法

授業中の態度や参加の様
子（発言・話し合い・聞く態
度）
・ 定期テスト・ 単元テスト



４月 指導時数 1

５月 指導時数 4

５月 指導時数 1

概ね満足な姿（Ｂ規準）

5W1H に 注 意 し て ， キ ー
ワードとなる言葉を書き留
め，番号や記号を用いて整
理している。

・日常の話題について，情
報を整理し，聞き取る内容
を考えている。
・情報を的確に聞き取り，
要点を押さえてメモしてい
る。

進んで記録したり質問した
りしながら話の内容を捉
え，学習課題に沿ってメモ
を取ろうとしている。

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

評価方法

・ノート
・ 定期テスト

・ノート
・ 定期テスト

・ノート

・第１時
・ 定期テスト

・第１時

評価時期及び評価場面

・第１時
・ 定期テスト

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

小学校での学習を振り返
り自分の書き方
を見直している

小学校での学習を振り返
り自分の書き方を見直そう
と意識して丁寧に書いてい
る

評価時期及び評価場面

・第２時
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・第３、４時
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・第１時

単元名（題材名） 情報を的確に聞き取る

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

登場人物の心情や行動を
表す言葉に着目して作品
を読み進めている。

場面ごとに会話や描写を
整理して，登場人物の心情
や関係の変化を捉えてい
る。

場面の展開について，描写
を基に積極的に捉え，学習
課題に沿って感想を交流し
ようとしている。

評価方法

・ノート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度
・ ノート

・授業中の態度
・ ノート

単元名（題材名）

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

作品などの提出物の内容 ・ 授業中の態度
・作品などの提出物の内容

評価時期及び評価場面

第１時 第１時

単元名（題材名） シンシュン

3　年間指導計画（その②）

〈書写1〉⼩学校の学習を振り返ろう・姿勢と筆記具の
持ち方

観点



５月 指導時数 1

５月 指導時数 1

５月 指導時数 1

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

字の組み立てと部首につ
いて理解し，漢和辞典を
使って調べている。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価方法

ノート
・ 定期テスト

・ノート
・授業中の態度や参加の
様子

評価時期及び評価場面

第１時
・ 定期テスト

第１時

概ね満足な姿（Ｂ規準）

情報の整理のしかたを理
解し，情報を比較したり，分
類したりしている。

学習課題に沿って，積極的
に情報の整理のしかたに
ついて理解を深め，それら
を使おうとしている。

評価時期及び評価場面

・第１時
・ 定期テスト

3　年間指導計画（その③）

単元名（題材名） 情報整理のレッスン 比較・分類

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

第１時

評価方法

ノート

単元名（題材名） 情報を整理して書こう わかりやすく説明する

・ノート
・ 定期テスト

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

集めた情報を，観点に沿っ
て比較したり，共通点を見
つけて分類したりして整理
している。

目的や相手を意識して，情
報を集めて整理し，説明の
文章の構成を考えている。

集めた材料を粘り強く整理
し，学習の見通しをもって
わかりやすく説明しようとし
ている。

評価方法

ノート
・ 定期テスト

ノート
・ 定期テスト

・ノート１
・授業中の態度や参加の
様子

評価時期及び評価場面

第１時
・ 定期テスト

第１時
・ 定期テスト

第１時

単元名（題材名） 漢字１ 漢字の組み立てと部首

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



５月 指導時数 2

６月 指導時数 2

６月 指導時数 3

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子（発言・話し合い・聞く
態度）
・ ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第３時
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・第２時
・ 定期テスト
・ 単元テスト

第１、２、３時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

単元名（題材名） ちょっと立ち止まって

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

筆者の主張と事例との関
係を理解している。

序論・本論・結論の段落の
まとまりに着目し，要旨を捉
えている。

進んで要旨を把握し，学習
の見通しをもって考えたこ
とを伝え合おうとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子（発言・話し合い・聞く
態度）
・ ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第２時
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・第１時
・ 定期テスト
・ 単元テスト

第１、２時

単元名（題材名） ダイコンは大きな根？

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

本文中で比較がどのよう
に使われているかを理解し
ている。

「問い」と「答え」から中心
的な部分を捉え，筆者の主
張を理解している。

文章の中心的な部分と付
加的な部分について積極
的に捉え，学習課題に沿っ
て筆者の工夫を伝え合おう
としている。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

点画の書き方と字形の整
え方を理解して書いてい
る。

道具を揃え、点画の書き方
と字形の整え方を意識して
書こうとしている。

評価方法

作品の内容 授業中の態度や参加の様
子

評価時期及び評価場面

第１、２時 第１、２時

3　年間指導計画（その④）

単元名（題材名） 〈書写２〉 楷書の書き方を確かめよう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



６月 指導時数 4

６月 指導時数 1

６月 指導時数 2

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート

評価時期及び評価場面

・第１、２時
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・第１、２時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

単元名（題材名） 文法への扉１ 言葉のまとまりを考えよう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

文法の必要性を知り，言葉
の単位とその働きについて
理解している。

単語の類別を理解するた
めに，今までの学習を生か
して，積極的にその前提と
なる言葉の単位について
理解しようとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート

評価時期及び評価場面

・第１時
・ 定期テスト

・第１時
・ 定期テスト

第１時

単元名（題材名） 漢字に親しもう２

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

小学校で学習した漢字の
熟語を使って文章を作り，
中学校で学習する漢字の
読み方について理解してい
る。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価方法

・発表の様子
・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子（発言・話し合い・聞く
態度）
・ノート、ワークシート

評価時期及び評価場面

・第４時
・ 定期テスト

・第２，３時
・ 定期テスト

・第１、２，３，４時

3　年間指導計画（その⑤）

単元名（題材名） 話の構成を工夫しよう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

声の大きさ，話す速さ，間の
取り方などに注意しながら
スピーチをしている。

聞き手を意識して話題を決
め，話の内容を選んで整理
している。
・聞き手を想定し，伝えたい
ことが明確になるように，構
成を考え，話す順番を工夫
している。

話の構成を粘り強く考え，
学習の見通しをもってス
ピーチをしようとしている。



６月 指導時数 2

６月 指導時数 1

７月 指導時数 3

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・ノート・ワークシート
・作品
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・作品
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート

評価時期及び評価場面

・第２、３時
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・第１、３時
・ 定期テスト
・ 単元テスト

第１、２、３時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

単元名（題材名） 詩の世界［書く］詩を作ろう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・詩の中の語句の意味を捉
えながら，語感を磨き，語
彙を豊かにしている。
・表現の技法を理解し，表
現を工夫して詩を書いてい
る。

・詩に描かれている情景を
想像し，表現の効果を考え
ている。
・自分の思いが読み手に伝
わるように，言葉や表現を
工夫して詩を書いている。

文章の構成や展開，表現
の効果について積極的に
考え，学習の見通しをもっ
て詩を創作しようとしてい
る。

単元名（題材名） 情報を集めよう 情報を読み取ろう 情報を引用しよう

観点 知識・技能 思考・判断・表現

評価時期及び評価場面

・第１時
・ 定期テスト
・単元テスト

・第１時
・ 定期テスト
・単元テスト

第１時

概ね満足な姿（Ｂ規準）

グラフや文章の中の情報
を関連づけて情報を整理
し，引用のしかたや出典の
示し方を理解している。

・調べたいテーマについて，
本やインターネットを活用し
て情報を集め，整理し，伝
えたいことを明らかにして
書いている。
・必要な情報に着目して要
約し，内容を理解している。

引用のしかたや出典の示
し方について積極的に理
解を深め，学習課題に沿っ
てそれらを使おうとしてい
る。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート

評価方法

・作品の内容 ・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート

評価時期及び評価場面

第１、２時 第１，２時

3　年間指導計画（その⑥）

単元名（題材名） 〈書写３〉仮名の書き方と字形

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

仮名の書き方や字形の特
徴を理解して書いている。

仮名の書き方や字形の特
徴を意識して丁寧に書こう
としている。

主体的に学習に取り組む態度



７月 指導時数 2

７月 指導時数 2

７月 指導時数 1

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

単元名（題材名） 言葉を集めよう もっと「伝わる」表現を目ざして

評価時期及び評価場面

・第１時
・ 定期テスト

・第１時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

言葉を集め，似た意味の言
葉や修飾する言葉を考え，
伝えたいことに合う的確な
言葉を探している。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート

評価時期及び評価場面

・第１時
・ 定期テスト

・第１，２時

単元名（題材名） 言葉１ 指示する語句と接続する語句

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

指示する語句と接続する語
句の役割を理解している。

今までの学習を生かして，
積極的に指示する語句と
接続する語句の役割につ
いて理解を深めようとして
いる。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート

評価時期及び評価場面

・第１時
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・第２時
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・第１，２時

3　年間指導計画（その⑦）

単元名（題材名） 比喩で広がる言葉の世界

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

文中で使われている比喩
の文脈上の意味を理解し
ている。

各段落の役割を理解し，要
旨を捉えている。

進んで要旨を把握し，学習
課題に沿って言葉について
考えを深めようとしている。

今までの学習を生かして，
積極的に事象や行為，心
情を表す語句の量を増すと
ともに，話や文章の中で使
おうとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート



７月 指導時数 1

７月 指導時数 1

７月 指導時数 1

単元名（題材名） 読書を楽しむ

観点

評価時期及び評価場面

課題提出時 第１時

3　年間指導計画（その⑧）

評価方法
作品の内容 授業中の態度や参加の様

子

評価時期及び評価場面

第１時

単元名（題材名） 〈書写４〉文字の大きさと配列

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

文字の大きさや配列の整
え方を理解して書いてい
る。

文字の大きさや配列の整
え方を理解して丁寧に書こ
うとしている。

第１時

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

さまざまな読書の楽しみ方
について理解し，読書が知
識を得たり，新しいものの
見方や考え方を知ったり，
自分の考えを広げたりする
ことに役立っていることを
理解している。

読書が，知識や情報を得た
り，自分の考えを広げたり
することに役立つことを進
んで理解し，今までの学習
を生かして本の魅力や感
想を伝え合おうとしている。

評価方法

作品 授業中の態度や参加の様
子

単元名（題材名） 読書案内 本の世界を広げよう 本との出会い

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

読書が，知識を得たり，新
しいものの見方や考え方を
知ったり，自分の考えを広
げたりすることに役立って
いることを理解している。

文章を読み，理解したこと
を基に，自分の考えを形成
している。

文章を読んで理解したこと
に基づいて，積極的に自分
の考えを確かなものにし，
学習課題に沿って本を読
んで考えたことを伝え合お
うとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート ・ノート・ワークシート ・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

第１時 第１時 第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。



８月 指導時数 1

８月 指導時数 1

８月 指導時数 4

3　年間指導計画（その⑨）

単元名（題材名） 〈書写５〉情報を整理した書き方

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

情報を整理するための工
夫を理解して書いている。

情報を整理するための工
夫を意識して丁寧に書こう
としている。

評価方法

ワークシート 授業中の態度や参加の様
子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

第１時 第１時

単元名（題材名） 〈書写〉楷書のまとめ

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

楷書の書き方を理解して
書いている。

楷書の書き方を意識して
丁寧に書こうとしている。。

評価方法

ワークシート 授業中の態度や参加の様
子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

第１時 第１時

単元名（題材名） 大人になれなかった弟たちに……

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

戦時中という時代背景や，
その中で暮らす人々の生活
苦を理解している。

描写に着目して，登場人物
の行動や心情の変化を捉
えている。

登場人物の相互関係，心
情の変化などについて，描
写を基に積極的に捉え，学
習の見通しをもって朗読し
ようとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト
・ 単元テスト

・第２，３、４時
・定期テスト
・ 単元テスト

・第１，２，３、４時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。



９月 指導時数 5

９月 指導時数 1

９月 指導時数 2

3　年間指導計画（その⑩）

単元名（題材名） 星の花が降るころに

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

様子や動きを何かにたとえ
た表現を探し，どのような
情景や気持ちをたとえてい
るのか考えている。

場面ごとの状況や，場面と
人物などの描写を結び付
けて，内容を読み深めてい
る。

進んで場面と場面，場面と
描写などを結び付けて，内
容を解釈し，学習の見通し
をもって考えを伝え合おう
としている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第２時
・定期テスト
・ 単元テスト

・第３、４時
・定期テスト
・ 単元テスト

・第２，３、４、５時

単元名（題材名） 聞き上手になろう 質問で話を引き出す

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

話す速度や音量，言葉の
調子や間の取り方などに
注意しながらスピーチをし
ている。

話し手のスピーチに耳を傾
け，聞いたことを基に，質問
のしかたを工夫して聞き，
対話をしながら話を十分に
理解しようとしている。

進んで記録したり質問した
りしながら，話の内容を捉
え，今までの学習を生かし
て話を引き出そうとしてい
る。

評価方法

・授業中のスピーチの内容
や話す態度
・ノート・ワークシート

・授業中の質問の内容や
対話の様子
・ノート・ワークシート

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第1時
・定期テスト

・第2時
・定期テスト

第１時

単元名（題材名） 項目を立てて書こう 案内文を書く ［推敲］読み手の立場に立つ

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・情報を項目ごとに整理す
ることを理解し，案内文の
作成に生かしている。

・伝えたい事柄・相手に応
じて，必要な情報が明確に
伝わるように，項目ごとに
整理して案内文を書いてい
る。

集めた材料を積極的に整
理し，学習課題に沿って案
内文を書こうとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・作品「案内文」の内容
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第１、３時
・定期テスト

・第２時
・定期テスト

第１，２時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。



９月 指導時数 1

９月 指導時数 1

１０月 指導時数 2

評価時期及び評価場面

・第1時
・定期テスト

第１時 第１時

概ね満足な姿（Ｂ規準）

案内に必要な情報を分か
りやすく書くことができる。

案内の手紙を書くときに既
習事項をどのように生かす
か考えている。

既習事項を生かして，進ん
で，分かりやすい案内の手
紙を書こうとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第1、２時
・定期テスト

第１時

評価時期及び評価場面

・第1時

3　年間指導計画（その⑪）

単元名（題材名） ［推敲］読み手の立場に立つ

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・正確でわかりやすい表現
に書き改めている。

・読み手の立場に立って，
誤記はないか，表現は適切
か，伝える情報が正確にわ
かりやすく書けているかな
どを検討している。

粘り強く文章を整え，学習
課題に沿って案内文を推
敲しようとしている。

評価方法

・作品「案内文」の内容 ・作品「案内文」の内容 ・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

単元名（題材名） 〈書写６〉[⽣活に広げよう]案内の手紙を書こう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・第1時

単元名（題材名） 言葉２ 方言と共通語

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

共通語と方言の役割や特
徴について理解している。

今までの学習を生かして，
積極的に共通語と方言の
果たす役割について理解し
ようとしている。



１０月 指導時数 1

１０月 指導時数 4

１０月 指導時数 1

文章の構成や展開につい
て粘り強く考え，学習の見
通しをもって考えたことを
文章にまとめようとしてい
る。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

漢字の音・訓について理解
し，熟語を正しく読んだり，
同じ熟語の音・訓の読み方
を使って短い文を作ったり
している。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第1、２時
・定期テスト

第１時

3　年間指導計画（その⑫）

単元名（題材名） 漢字の音訓

観点 知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

主体的に学習に取り組む態度

単元名（題材名） 「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

筆者がどのような事実を基
にどのような仮説を立てた
かについて，理解している。

筆者の意見と，それを支え
る根拠との関係を考えてい
る。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

原因と結果がどうつながっ
ているか整理し，二つの関
係について理解している。

今までの学習を生かして，
積極的に原因と結果の関
係について理解しようとし
ている。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第1、２時
・定期テスト

第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト
・ 単元テスト

・第２，３時
・定期テスト
・ 単元テスト

・第１～５時

単元名（題材名） 思考のレッスン２ 原因と結果

観点 知識・技能 思考・判断・表現



１０月 指導時数 5

１０月 指導時数 1

１０月 指導時数 1

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・作品、ノート・ワークシート ・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第1時 第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

単元名（題材名） 〈書写７〉3 ⾏書の書き方を学ぼう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

行書を書くときの特徴的な
動きを理解して書いてい
る。

行書を書くときの特徴的な
動きを意識して書こうとし
ている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１時
・ 定期テスト

第１時

単元名（題材名） 漢字に親しもう３ １時間
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

小学校で学習した漢字を
使って文章を作り，中学校
で学習する漢字の読み方
について理解している。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価方法

・レポート内容
・ 定期テスト

・レポート内容
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１、２時
・定期テスト

・第２，３、４時
・定期テスト

・第１～５時

3　年間指導計画（その⑬）

単元名（題材名） 根拠を示して説明しよう 資料を引用してレポートを書く
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

情報を整理し，自分の考え
を裏づける資料やデータを
選び，出典の示し方に気を
つけながら引用している。

・自分の考えに説得力をも
たせるようなレポートの構
成を考えている。
・自分の考えを裏づける資
料 や デ ー タ を 選 び ， ア ン
ケートで得られた情報を適
切に関連づけて，考察を導
き出している。

文章の構成や展開を粘り
強く考え，学習の見通しを
もってレポートを作成しよう
としている。



１１月 指導時数 1

１１月 指導時数 1

１１月 指導時数 4

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・音読の態度や様子
・ノート、ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１、２時
・ 定期テスト・ 単元テスト

・第３、４時
・ 定期テスト・単元テスト

第１、２、３、４，時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

単元名（題材名） 蓬萊の玉の枝 ――「竹取物語」から
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

音読に必要な文語のきま
り，古文特有のリズムにつ
いて理解し，その世界に親
しんでいる。

「蓬萊の玉の枝」に登場す
る人々の関係や思いに着
目して読み，現代の自分た
ちと比べ，古典の世界と現
代の人々に共通する部分
を考えている。

進んで古文を音読し，学習
課題に沿って描かれている
古典の世界を想像しようと
している。

評価方法

音読の態度や様子
・ノート・ワークシート
・ 定期テスト・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１時
・ 定期テスト・ 単元テスト

第１時

単元名（題材名） 音読を楽しもう いろは歌
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・言葉の調子や間の取り方
などを意識して音読してい
る。
・小学校から親しんできた
古典の作品を思い起こし，
古典にはさまざまな種類の
作品があることを理解して
いる。

古典にはさまざまな種類の
作品があることを積極的に
知り，今までの学習を生か
して古文を音読しようとし
ている。

評価方法

授業中の態度や参加の様
子（発言・話し合い・聞く態
度）
・ 定期テスト・ 単元テスト

・ノート・ワークシート 授業中の態度や参加の様
子（発言・話し合い・聞く態
度）

評価時期及び評価場面
・第１時
・ 定期テスト・ 単元テスト

・第１時
・ 定期テスト・ 単元テスト

第１時

3　年間指導計画（その⑭）

単元名（題材名） 音読を楽しもう 大阿蘇
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

詩の言葉がどのように使わ
れているか考えて，朗読を
している。

繰り返しの表現や繰り返し
ながら変化している表現な
どに着目しながら考えてい
る。

進んで表現の効果につい
て考え，今までの学習を生
かして朗読しようとしてい
る。



１１月 指導時数 2

１１月 指導時数 3

１２月 指導時数 4

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第１、２、３時
・定期テスト
・ 単元テスト

・第４時
・定期テスト
・ 単元テスト

・第１～４時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

単元名（題材名） 「不便」の価値を見つめ直す
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・意見と根拠の関係に着目
して，必要な情報を取り出
し，整理している。
・要約するための情報の整
理のしかたを理解し，自分
の考えをまとめるときに要
約や引用を明確に示して
いる。

・目的に沿って必要な情報を
結び付け，要約している。
賛成か反対か，立場を明確に
して，筆者の主張に対する自
分の考えをまとめている。
・立場を明確にして，自分の考
えの根拠となる事例を挙げな
がら，意見をまとめて書いてい
る。

積極的に必要な情報に着
目して要約し，自分の考え
を文章にまとめようとしてい
る。

評価方法

・作品、ノート・ワークシート ・授業中の態度や参加の
様子
・作品・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第1時 第１時

単元名（題材名） 〈書写８〉点画の変化 
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・行書の点画の変化につい
て，書く動きと変化の仕方
を理解して書いている。
・行書の点画の連続と点画
の変化を理解して書いてい
る。

・行書の点画の変化や点
画の連続について，書く動
きと変化の仕方を意識して
書こうとしている。

評価方法

・音読の態度や様子
・ノート、ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１時
・ 定期テスト・ 単元テスト

・第２時
・ 定期テスト・単元テスト

第１、２時

3　年間指導計画（その⑮）

単元名（題材名） 今に⽣きる言葉 ［書く］故事成語を使って体験文を書こう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

音読に必要な文語のきま
り，漢文特有のリズムや言
い回しなどについて理解し
ている。

・「矛盾」や，「推敲」「蛇足」
「四面楚歌」の基になった故
事を調べ，どんな意味に使わ
れるようになったか説明して
いる。
・「矛盾」と自分の体験とを重
ねて，書く内容の中心が明確
になるように文章の展開や構
成を考えている。

積極的に漢文を音読し，今
までの学習を生かして故
事成語を使った文章を書こ
うとしている。



１２月 指導時数 2

１２月 指導時数 1

１２月 指導時数 2

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１、２、３時
・定期テスト・ 単元テスト

・第１、２時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

単元名（題材名） 文法への扉２ 言葉の関係を考えよう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

「文節どうしの関係」「連文
節」「文の組み立て」につ
いて，理解を深めている。

単語の類別を理解するた
めに，今までの学習を生か
して，積極的にその前提と
なる文の組み立てについて
理解しようとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１時
・定期テスト

第１時

単元名（題材名） 漢字に親しもう４
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

小学校で学習した漢字を
使って文章を作り，中学校
で学習する漢字の読み方
について理解している。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート ・ノート・ワークシート ・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１時 ・第２時 ・第１、２時

3　年間指導計画（その⑯）

単元名（題材名） 助言を自分の文章に⽣かそう 作品の書評を書く
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

書評を書き，助言し合う活
動を通して，読書の意義を
理解している。

読み手からの助言を踏まえ
て，自分の書いた書評のよ
い点や改善点を見つけて
いる。

読み手からの助言などを
踏まえ，自分の文章のよい
点や改善点を進んで見い
だし，学習課題に沿って書
評を書き，助言し合おうとし
ている。



１２月 指導時数 1

12月 指導時数 1

１月 指導時数 1

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法
作品 ・授業中の態度や参加の

様子
・作品

評価時期及び評価場面
第１時 第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

単元名（題材名） 〈書写10〉書き初めをしよう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

これまでの学習を理解して
書き初めを書いている。

これまでの学習を意識して
書き初めを書こうとしてい
る。

評価方法

・ノート、ワークシート ・ノート、ワークシート ・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
第１時 第１時 第1時

単元名（題材名） 読書案内 本の世界を広げよう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

読書の意義（＝読書が知
識や情報を得たり，自分の
考えを広げたりすることに
役立つこと）を理解してい
る。

筆者のものの見方や考え
方が表れている部分に線
を引き，考えたことをグルー
プで発表し合う活動を通し
て，自分の理解を確かなも
のにしている。

読書が，知識や情報を得た
り，自分の考えを広げたり
することに役立つことを積
極的に理解し，今までの学
習を生かして考えたことを
伝え合おうとしている。

評価方法

・授業中の態度や参加の
様子
・作品
・ノート、ワークシート

・授業中の態度や参加の
様子
・作品
・ノート、ワークシート

評価時期及び評価場面
第１時 第1時

3　年間指導計画（その⑰）

単元名（題材名） 〈書写９〉[⽣活に広げよう]
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

年賀状を書くときに，既習
事項をどのように生かすか
考えている。

既習事項を生かして，進ん
で，行書で年賀状を書こう
としている。



１月 指導時数 6

１月 指導時数 1

１月 指導時数 2

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１，２時
・定期テスト・ 単元テスト

第１，２時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

単元名（題材名） 文法への扉３ 単語の性質を見つけよう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

「単語の分類」「品詞」「体
言と用言」について，理解
を深めている。

今までの学習を生かして，
積極的に単語の類別につ
いて理解しようとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１時
・定期テスト

第１時

単元名（題材名） 漢字に親しもう５
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

小学校で学習した漢字を
使って文章を作り，中学校
で学習する漢字の読み方
について理解している。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価方法
・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面

・第２、３時
・定期テスト・ 単元テスト

・第２、３、４時
・定期テスト・ 単元テスト

第５，６時
・ノート・ワークシート

3　年間指導計画（その⑱）

単元名（題材名） 少年の日の思い出
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

場面描写の言葉や登場人
物の心情を表す言葉に着
目している。

・時間・場所・出来事・語り手
に着目して作品の構成や展
開を捉えたり，具体的な表現
を挙げてその効果について自
分の考えをまとめたりしてい
る。
・登場人物の考え方や感じ方
について，自分の考えをもって
いる。
・別の人物を選び，その人物
の心情や行動が明確になるよ
うに構成や展開を工夫して書
いている。

文章の構成や展開，表現
の効果について積極的に
考え，学習の見通しをもっ
て別の人物の視点から文
章を書き換えようとしてい
る。



１月 指導時数 3

１月 指導時数 2

２月 指導時数 4

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 作品

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１、４時 ・第２，３、４時 第１～４時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

単元名（題材名） 構成や描写を工夫して書こう 体験を基に随筆を書く
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

体験や思いを伝えるため
に，情景や心情を表す言葉
を適切に選んで使ってい
る。

・読み手に状況がイメージ
できるように，書く内容の中
心が伝わるように，構成を
工夫している。
・書きだしや結び，出来事
を，言葉を吟味し，描写を
工夫して書いている。

粘り強く文章の構成や展
開を考え，学習の見通しを
もって随筆を書こうとしてい
る。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１時
・定期テスト・ 単元テスト

・第２時
・定期テスト・ 単元テスト

第１，２時

単元名（題材名） 随筆二編
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

「空の描写」や「父親との
やりとり」がどのように表現
されているかを理解してい
る。

場面の展開や描写に着目
しながら，筆者の「空」につ
いての思いや「父親」への
思いを捉えている。

進んで場面と場面，場面と
描写などを結び付けて，内
容を解釈し，今までの学習
を生かして考えたことを伝
え合おうとしている。

評価方法

・ノート
・ワークシート

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
第２，３時 第１，２，３時

3　年間指導計画（その⑲）

単元名（題材名） 〈書写11〉[⽣活に広げよう]手紙の書き方
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

場面や目的に応じて既習
事項をどのように生かすか
考えている。

既習事項を生かして，進ん
で，目的や場面に合った文
字を書こうとしている。



２月 指導時数 2

２月 指導時数 1

３月 指導時数 5

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価方法

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート
・作品

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート、ワークシート

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
第１～５時 第５時 第１～５時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

単元名（題材名） 一年間の学びを振り返ろう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・声の大きさ，話す速さ，間
の取り方などに注意しなが
ら発表をしている。
・情報の整理のしかたを理
解し，要点をわかりやすくフ
リップにまとめている。

・聞き手や場に応じて，発
表の言葉や表現を変える
などの工夫をしている。
・聞き手や場に応じて，発
表の言葉や表現を変える
などの工夫をしている。

集めた材料を積極的に整
理し，今までの学習を生か
して要点をフリップにまと
め，発表しようとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１時
・定期テスト・ 単元テスト

・第１時
・ノート、ワークシート

単元名（題材名） 漢字３ 漢字の成り立ち 漢字に親しもう６
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

字の成り立ちについて理解
し，漢和辞典を使って調べ
ている。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価方法

・ノート・ワークシート
・ 定期テスト
・ 単元テスト

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
・第１時
・定期テスト・ 単元テスト

第１、２時

3　年間指導計画（その⑳）

単元名（題材名） 言葉３ さまざまな表現技法
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

比喩，反復，倒置，体言止
めなどの表現の技法を理
解している。

積極的に比喩，反復，倒
置，体言止めなどの表現の
技法を理解し，学習課題に
沿ってそれらを使おうとして
いる。



３月 指導時数 1

３月 指導時数 3

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

評価方法

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
第１時 第２，３時 第１，２，３時

単元名（題材名） 学習を振り返ろう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・曲名と歌の一節を引用す
る方法を理解している。
・課題にある方言の例を読
み，共通語と方言の果たす
役割について理解してい
る。

温暖化による流氷の減少
が，環境に与える影響につ
いて，網走気象台の観測
記・記録からわかった事実
を二つに分けて書いてい
る。
・「……という警告。」で終
わる形になるように，筆者
の示した情報と自分の考え
を結び付けて書いている。
・話すときは，聞き手の反応
を踏まえて，伝えたいことが
伝わるように表現を工夫し
ている。
・卒業式で歌ったり聞いた
りしたい歌について，自分
の思いや考えを繰り返すだ
けでなく，根拠となる事例
を挙げて文章を書いてい
る。

今までの学習を生かして，
それぞれの学習課題に粘り
強く取り組もうとしている。

評価方法 ・ノート・ワークシート
・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

・授業中の態度や参加の
様子
・ノート・ワークシート

評価時期及び評価場面
第１時 第１時 第１時

3　年間指導計画（その㉑）

単元名（題材名） さくらの はなびら
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

詩に用いられている表現の
技法を理解し使っている。

詩の解釈を通して理解した
ことに基づいて，自分の考
えを確かなものにしている。

文章を読んで理解したこと
に基づいて，積極的に自分
の考えを確かなものにし，
考えたことを伝え合おうと
している。



２年

教科書名 国語２（光村図書）

副 教 材

国語便覧（浜島書店）
漢字の学習2（光村教育図書）
よくわかる国語の学習2A（明治図書）

　「シラバス」とは、各教科の授業内容や学習の方法、 評価の方法などを記した総合的な学習計画のことです。浦添中学校の「シラバス」
は、生徒の皆さんが１年間、何を学び、どのように学習を進めていくかを示すことで、見通しを持って、計画的・主体的に授業に取り組めるこ
とをねらいとして作成しています。
また、各教科の評価の観点が３観点としてシラバスに示してあります。
Ⅰ「知識・技能」…各教科等で、学習する過程で身に付けた知識や技能の習得状況について評価を行います。また、それらを既に身に付け
ている知識や 技能と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場面でも活用できる程度に、概念として理解したり技能を習得し
たりし ているかについて評価を行います。
Ⅱ「思考・判断・表現」…各教科等の知識や技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力を身に付けているかを
評価します。
Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」…知識や技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力を身に付けたりすることに向けた粘り強い取り組
みの中で、自ら学習を調整しようとしているかを評価します。
　生徒の皆さんは、各教科の授業における｢学び｣が実生活とつながっているということを実感し、各教科が示す「基礎的・基本的な知識・技
能の確実な習得」ができるよう努力してください。さらに「各教科で学んだ基礎的・基本的な知識・技能を活用する活動(思考・判断・表現
等)」に積極的に取り組んで下さい。この地道な努力が、｢主体的に学ぶ力(＝学びに向かう力)｣を育成することにつながります。

令和６年度　浦添中学校　各教科シラバス
学　　年 教科名 国語

教科担当

２　（国語）科の学習について

授
業
の

進
め
方

★授業の流れは①めあての提示②課題に向き合う場面（交流）③まとめ・振り返りの流れで進めていきます。「言葉による見方・考え方を
働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現習 する資質・能力」をつけるために、(1)自分の意見を持って積極的に表現
しましょう。(2)友達との交流を通して、自分の意見考えを深めましょう。(3)授業中の大事なところはメモを取り、ノートは「自分の参考書」
にしましょう。(4)自分の考えを発表したり書いたりする習慣を身につけましょう。(5)読書の習慣、こまめに辞書を引く習慣を身につけま
しょう。

定
期

テ
ス
ト

〇教科書ならびに副教材を使用して学習した授業の内容を中心に出題します。
〇テストに際しては，教科書の説明で使用したプリントや資料集、デジタルコンテンツなどについても出題します。
◯「知識・技能」、「思考・判断・表現」の２つの観点に分けて出題します。
◯テスト範囲は、テストの約１週間前に連絡します。

１　（国語）科の目標と評価について

教
科
の

目
標

(1) 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に親しんだり理解したりす
ることができるようにする。
(2) 論理的に考える力や共感したり想像したりする力を養い，社会生活における人との関わりの中で伝え合う力
を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を生活に役立て，我が国の言語文化を大切にして，思いや考えを
伝え合おうとする態度を養う。

評
価
の

観
点

（知識・技能）〇言葉の働きに気づいたり、言葉の種類ごとの特徴について理解したりしている。〇意見と根拠、具体と抽象な
ど、情報と情報の関係について理解している。〇現代語訳や語注などを手がかりに作品を読むことを通して、古典に表れた
ものの見方や考え方を知ることができる。〇学習した常用漢字を読むこと、また学年別漢字配当表に記されている漢字を書
き、文や文章の中で使うことができる。
（思考・表現・判断）〇自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話の構成を工
夫することができる。〇表現の仕方や適切な資料の引用などを考え、自分の考えがわかりやすく伝わる文章になるよう工夫
できる。〇読み手の立場に立って、表現の効果などを確かめて、文章を整えることができる。〇目的に応じて情報を整理しな
がら情報を得たり、登場人物の言動の意味について考 えたりして、内容を解釈できる。
（主体的に学習に取り組む態度）〇知識技能を獲得したり、思考力・判断力・表現力を身につけたりすることに、粘り強く取り
組んでいる。〇粘り強い取り組みの中で、見通しを立てたり振り返ったりして、自らの学習を調整している。〇言葉を通じて積
極的に人と関わったり、思いや考えを確かなものにしたりしながら、主体的に学習に取り組んでいる。

評
価

方
法

１ 授業中の態度や参加の様子（発言・話し合い・聞く態度）
２ ノート・ワーク・レポート・作品などの提出物の内容
３ 定期テスト
４ 単元テスト、小テスト、作文、スピーチ、音読など



４月 指導時数 1

４月 指導時数 4

４月 指導時数 1

単元名（題材名） 見えないだけ

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

3　年間指導計画（その①）

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

登場人物の心情や考え方
が表れた語句に注意して，
作品を読んでいる。

「ぐうちゃん」の言動から特
徴を捉え，他の登場人物と
の関係を人物相関図にま
とめている。

積極的に登場人物の設定
のしかたなどを捉え，学習
課題に沿って考えたことを
伝え合おうとしている。

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時

単元名（題材名） アイスプラネット

概ね満足な姿（Ｂ規準）

詩の中に出てくる好きな言
葉や表現を，理由と共にま
とめている。

進んで語感を磨き，今まで
の学習を生かして朗読しよ
うとしている。

評価方法

・ノート
・定期テスト

・授業中の態度や参加の
様子

概ね満足な姿（Ｂ規準）

提案された意見とそれを裏
付けるための根拠を区別し
て捉えている。

提案内容を理解し，その要
点を的確にメモしている。
意見と根拠の結び付きに
注意して聞き，疑問点や確
認したい点を明確にしてい
る。

進んで論理の展開などに
注意して聞き，今までの学
習を生かして疑問点や確
認したい点を考えようとし
ている。

評価方法

・ノート
・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

・授業中の態度
・ノート

単元名（題材名） ［聞く］問いを立てながら聞く

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノート
・単元テスト
・定期テスト

・ノート ・授業中の態度
・ノート

評価時期及び評価場面

・第１，２時
・単元テスト・定期テスト

・第１時
・単元テスト・定期テスト

・第１時

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時 ・第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。



４月 指導時数 3

５月 指導時数 3

５月 指導時数 1

概ね満足な姿（Ｂ規準）

行書の点画の省略につい
て，書く動きと省略の仕方
を理解して書いている。

行書の点画の省略につい
て，書く動きと省略の仕方
を意識して書こうとしてい
る。

評価方法

・作品
・定期テスト

・授業中の態度
・作品

3　年間指導計画（その②）

単元名（題材名） １⾏書の書き方を学ぼう 点画の省略

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

評価時期及び評価場面

・第１時
・単元テスト・定期テスト

・第２時
・単元テスト・定期テスト

・第３時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

現代語訳や語注を手掛か
りに「枕草子」を読み，作者
のものの見方や考え方を
捉えている。

作者の考えと自分の考えと
を比較し，感じたことをまと
めている。
生活を振り返って，自分な
らではの季節感を表すもの
を見つけている。

進んで文章を読んで理解
したことや考えたことを知
識や経験と結び付け，学習
課題に沿って自分ならでは
の季節感を表す文章を書
こうとしている。

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時

単元名（題材名） 枕草子

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

問題1～3に取り組み，情報
どうしの関係を図で表して
いる。

学習課題に沿って，積極的
に情報と情報との関係のさ
まざまな表し方を理解し使
おうとしている。

評価方法

・ノート
・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

単元名（題材名） 情報整理のレッスン 思考の視覚化

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



５月 指導時数 5

５月 指導時数 1

５月 指導時数 3

評価時期及び評価場面

・第１時 ・第１，２時
・定期テスト

・第２時

単元名（題材名） 漢字１ 熟語の構成 漢字に親しもう１

概ね満足な姿（Ｂ規準）

集めた情報を表や図にまと
め，整理している。

調べてみたい職業を決め，
知りたいことに適した方法
を考えて，情報を収集して
いる。また，収集した情報を
分類・整理し，自分の目的
に合うものを取捨選択して
いる。

粘り強く多様な方法で集
めた材料を整理し，学習の
見通しをもって職業ガイド
を作ろうとしている。

評価方法

・ノート ・ノート
・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

3　年間指導計画（その③）

単元名（題材名） 多様な方法で情報を集めよう 職業ガイドを作る

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名（題材名） 筆順の変化

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノート
・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

熟語の構成を意識しなが
ら，漢字を読んだり書いた
りしている。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

行書の筆順の変化につい
て，書く動きと変化の仕方
を理解して書いている。

行書の筆順の変化につい
て，書く動きと変化の仕方
を意識して書こうとしてい
る。

評価方法

・作品
・定期テスト

・授業中の態度
・作品



５月 指導時数 4

６月 指導時数 1

６月 指導時数 5

3　年間指導計画（その④）

単元名（題材名） クマゼミ増加の原因を探る

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

問題1，2に取り組み，複数
の情報をまとめて抽象化し
たり，言葉の意味を具体例
を挙げて説明したりしてい
る。

学習課題に沿って，積極的
に具体と抽象の関係につ
いて理解しようとしている。

評価時期及び評価場面

・第２時
・単元テスト・定期テスト

・第２，３時
・単元テスト・定期テスト

・第３時

単元名（題材名） 思考のレッスン１ 具体と抽象

概ね満足な姿（Ｂ規準）

文章が六つの部分ででき
ていることを理解し，線や
矢印を用いてそれらの関係
を整理している。

筆者の主張を捉え，それと
仮説1～3との関係を理解
している。
文章中の図表やグラフが
何のために示されているの
かを，対応する文章を基に
考えている。

積極的に文章と図表など
を結び付け，学習の見通し
をもって考えたことを話し
合おうとしている。

評価方法

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

概ね満足な姿（Ｂ規準）

相手が自ら動きたいと思え
るような言葉や表現を用い
てプレゼンテーションをして
いる。

アピールしたい点が効果
的に伝わるように話の構成
を工夫している。
プレゼンテーションソフトや
フリップなどを用いて，提案
内容が視覚的にもわかり
やすくなるよう工夫してい
る。

粘り強く自分の考えがわか
りやすく伝わるように表現
を工夫し，学習の見通しを
もってプレゼンテーションを
しようとしている。

評価方法

・ノートなど提出物の内容
・授業中の態度
・定期テスト

・ノートなど提出物の内容 ・授業中の態度

単元名（題材名）
魅力的な提案をしよう

資料を示してプレゼンテーションをする
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノート ・授業中の態度
・ノート

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時

評価時期及び評価場面

・第３，４，５時
・定期テスト

・第２時 ・第３時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。



６月 指導時数 1

６月 指導時数 2

６月 指導時数 3

概ね満足な姿（Ｂ規準）

文や文章の中で漢字を読
んだり書いたりしている。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価方法

・ノート
・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

3　年間指導計画（その⑤）

単元名（題材名） 漢字に親しもう２

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノート
・定期テスト

・授業中の態度

評価時期及び評価場面

・第２時
・定期テスト

・第１時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

自立語にどんな品詞があ
るかを知り，それぞれが文
の中で果たす役割につい
て理解を深めている。

今までの学習を生かして，
積極的に自立語について
理解を深めようとしている。

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時

単元名（題材名） 文法への扉１ 単語をどう分ける？

評価時期及び評価場面

・第１時 ・第１，２，３時
・定期テスト

・第１，２時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

情報メディアの特徴を，表
や図などにまとめている。

適切な情報を得るために
は，メディアの特性を捉え，
発信者や配信日時，その文
章が書かれた目的などを
確認することが重要である
と気づいている。
同一の話題について書か
れた複数の情報メディアを
比較し，それぞれ特徴につ
いて考えている。
目的や状況に応じて，どの
ようなメディアで情報を集
めたらよいか，考えている。

粘り強く観点を明確にして
文章を比較し，学習課題に
沿って目的や状況に応じた
メディアの選び方を理解し
ようとしている。

評価方法

・ノートなど提出物の内容 ・ノートなど提出物の内容
・定期テスト

・ノートなど提出物の内容
・授業中の態度、発表の様
子

単元名（題材名）

メディアを比べよう
メディアの特徴を⽣かして情報を集めよう

「自分で考える時間」をもとう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



６月 指導時数 2

７月 指導時数 4

７月 指導時数 2

評価時期及び評価場面

・第１，２時
・定期テスト

・第１，２時

単元名（題材名）
短歌に親しむ 短歌を味わう

［書く］短歌を作ろう

概ね満足な姿（Ｂ規準）

行書と平仮名の調和のさ
せ方を理解して書いてい
る。

行書と平仮名の調和のさ
せ方を意識して書こうとし
ている。

評価方法

・作品
・定期テスト

・授業中の態度
・作品

3　年間指導計画（その⑥）

単元名（題材名） ２ ⾏書と仮名を交えて書こう ⾏書と仮名の調和

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名（題材名） 言葉の力

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・ノート
・授業中の態度
・単元テスト・定期テスト

・ノート
・授業中の態度

評価時期及び評価場面

・第２．３．４時
・単元テスト・定期テスト

・第１．２．３．４時
・単元テスト・定期テスト

・第２．３．４時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

情景などを表す語句に着
目して作品を読み深めてい
る。また，情景や心情が生
き生きと伝わる言葉を選ん
で短歌を創作している。

複数の短歌を比較し，言葉
の選び方や順序にどのよう
な特徴や効果があるかを
考えている。
好きな一首を選び，自分の
知識や経験と結び付けて
感想を書いている。
自分の思いが伝わるよう
に，学習した短歌の形式や
表現の工夫を参考にして
短歌を作っている。

進んで短歌の構成や表現
の効果について考え，学習
の見通しをもって短歌を創
作しようとしている。

評価時期及び評価場面

・第２時
・単元テスト・定期テスト

・第２時
・単元テスト・定期テスト

・第２時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

言葉に対する筆者の考え
方を捉え，本や文章には，
筆者の考え方が書かれて
いることや，それに触れるこ
とで自分の考えを広げたり
深めたりできることを理解
している。

言葉に対する筆者の考え
方について自分の考えをも
ち，話し合っている。

進んで文章を読んで理解
したことや考えたことを知
識や経験と結び付け，今ま
での学習を生かして考えた
ことを伝え合おうとしてい
る。

評価方法

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・授業中の態度



７月 指導時数 2

７月 指導時数 1

７月 指導時数 1

3　年間指導計画（その⑦）

単元名（題材名） 言葉１ 類義語・対義語・多義語

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

抽象的な概念を表す言葉
について理解し，類義語の
微妙な違いを考えることを
通して語感を磨いている。

今までの学習を生かして，
積極的に抽象的な概念を
表す語句の量を増し，語感
を磨こうとしている。

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第２時

単元名（題材名） 言葉を比べよう もっと「伝わる」表現を目指して

概ね満足な姿（Ｂ規準）

類義語・対義語・多義語の
概念について，具体的な例
を当てはめて理解してい
る。

今までの学習を生かして，
積極的に類義語と対義語，
多義的な意味を表す語句
などについて理解しようと
している。

評価方法

・ノート
・授業中の態度
・定期テスト

・ノート
・授業中の態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

活動を通して本の魅力を
感じ，今後どんな本を読ん
でいきたいかを考えてい
る。

本や文章などには，さまざ
まな立場や考え方が書か
れていることを進んで知り，
今までの学習を生かして，
本の魅力や感想を共有し
ようとしている。

評価方法

・ノート ・授業中の態度

単元名（題材名） 読書を楽しむ

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノート
・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時

評価時期及び評価場面

・第１時 ・第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。



７月 指導時数 1

７月 指導時数 2

９月 指導時数 4

概ね満足な姿（Ｂ規準）

翻訳の違いによって作品の
印象が異なることを知り，
他の翻訳作品を楽しもうと
している。

二人の翻訳者による「星の
王子さま」を比較し，表現
の違いによる作品の印象
の違いについて発表してい
る。
これまでの読書生活を振り
返り，豊かにするためにで
きることを具体的に考えて
いる。

進んで表現の効果につい
て考え，学習課題に沿って
二つの翻訳を比べて感じ
たことを発表しようとしてい
る。

評価方法

・ノート ・ノート
・授業中の態度

・授業中の態度

3　年間指導計画（その⑧）

単元名（題材名）

翻訳作品を読み比べよう
星の王子さま 読書コラム

「わからない」は人⽣の宝物
読書案内 本の世界を広げよう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・作品
・定期テスト

・授業中の態度
・作品

評価時期及び評価場面

・第１，２時
・定期テスト

・第１，２時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

行書に調和する仮名の特
徴を理解して書いている。

行書に調和する仮名の特
徴を意識して書こうとして
いる。

評価時期及び評価場面

・第１時 ・第１時 ・第１時

単元名（題材名） ⾏書に調和する仮名

評価時期及び評価場面

・第４時
・単元テスト・定期テスト

・第２時
・単元テスト・定期テスト

・第２．３．４時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

登場人物の言動や情景を
表す語句に着目し，それら
が作品に与える印象を述
べている。

登場人物の言動から人柄
や心情を読み取り，それら
が話の展開や作品の印象
にどう関わるかを捉えてい
る。

粘り強く登場人物の言動
の意味について考え，学習
課題に沿って作品の印象
を伝え合おうとしている。

評価方法

・授業中の態度
・単元テスト・定期テスト

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・ノート
・授業中の態度

単元名（題材名） 盆土産

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



９月 指導時数 3

９月 指導時数 1

９月 指導時数 3

評価時期及び評価場面

・第３時
・単元テスト・定期テスト

・第２時
・単元テスト・定期テスト

・第２時

単元名（題材名）
聞き上手になろう

質問で思いや考えを引き出す

概ね満足な姿（Ｂ規準）

表現に着目して人柄や心
情を読み取り，それを生か
して他の随筆を読んでい
る。

前半部分と後半部分の人
柄や心情の描かれ方を比
較し，表現の効果について
考えている。

進んで表現の効果につい
て考え，今までの学習を生
かして考えたことを伝え合
おうとしている。

評価方法

・授業中の態度
・単元テスト・定期テスト

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・授業中の態度

3　年間指導計画（その⑨）

単元名（題材名） 字のない葉書

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名（題材名）
表現を工夫して書こう

手紙や電子メールを書く
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノート
・定期テスト

・授業中の態度
・定期テスト

・授業中の態度

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時
・定期テスト

・第１時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

どのように質問をすると，相
手がさらに話したくなるか
を考えている。

話の要点や全体像を考え
ながら聞き，話を広げたり
深めたりする質問をしてい
る。

粘り強く論理の展開に注
意して聞き，今までの学習
を生かして思いや考えを引
き出す質問をしようとしてい
る。

評価時期及び評価場面

・第２時
・定期テスト

・第２時 ・第２時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

何かをお願いする文面など
において，どのような言葉
を選ぶと，相手に引き受け
てもらえるかを考えている。
相手や目的に応じて，敬語
を適切に使って通信文を
書いている。

自分の思いや考えが伝わ
るように，具体例を加えた
り，表現の工夫をしたりして
通信文を書いている。

積極的に自分の考えが伝
わる文章になるように工夫
し，学習課題に沿って通信
手段を選び，通信文を書こ
うとしている。

評価方法

・ノートなど提出物の内容
・定期テスト

・ノートなど提出物の内容 ・授業中の態度
・ノートなど提出物の内容



９月 指導時数 1

９月 指導時数 1

９月 指導時数 2

3　年間指導計画（その⑩）

単元名（題材名） [推敲]表現の効果を考える

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

敬語を使う生活場面を想
定し，敬語の働きについて
理解を深めている。

今までの学習を生かして，
積極的に敬語の働きにつ
いて理解しようとしている。

評価時期及び評価場面

・第１時 ・第１時 ・第１時

単元名（題材名） 言葉２ 敬語

概ね満足な姿（Ｂ規準）

手紙を推敲し，適切な敬語
に書き改めている。

読み手の立場に立って手
紙を推敲し，気持ちがより
伝わるような表現に書き改
めている。

粘り強く文章を整え，今ま
での学習を生かして手紙
を推敲しようとしている。

評価方法

・ノート ・ノート ・ノート
・授業中の態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

行書の配列を整える方法
を理解して書いている。

行書の配列を整える方法
を意識して書こうとしてい
る。

評価方法

・作品
・定期テスト

・授業中の態度
・作品

単元名（題材名） 文字の大きさと配列

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノート
・定期テスト

・授業中の態度

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時

評価時期及び評価場面

・第１，２時
・定期テスト

・第１，２時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。



１０月 指導時数 1

１０月 指導時数 1

１０月 指導時数 4

概ね満足な姿（Ｂ規準）

ポップを書くときに，既習事
項をどのように生かすか考
えている。

既習事項を生かして，進ん
で，内容が効果的に伝わる
ポップを書こうとしている。

評価方法

・作品
・ノート

・授業中の態度
・作品・ノート

3　年間指導計画（その⑪）

単元名（題材名） [⽣活に広げよう] 本のポップを書こう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノート
・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

文脈や言葉の意味に注意
して，漢字を読んだり，書い
たりしている。
同音異義語の概念につい
て，具体的な例を当てはめ
て理解している。

学習課題に沿って，積極的
に同音異義語を理解し，漢
字を読んだり書いたりしよ
うとしている。

評価時期及び評価場面

・第１時 ・第１時

単元名（題材名）
漢字２ 同じ訓・同じ音をもつ漢字

漢字に親しもう３

評価時期及び評価場面

・第３時
・単元テスト・定期テスト

・第３．４時
・単元テスト・定期テスト

・第４時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

筆者の意見（主張）がどの
ような根拠によって支えら
れているかを理解し，その
根拠が適切かを吟味して
いる。

文章全体の構成を捉え，意
見と根拠の結び付きや論
の進め方を吟味している。
自分の知識や体験と重ね，
筆者の主張に対する自分
の考えを文章にまとめてい
る。

粘り強く論理の展開につい
て考え，学習の見通しを
もって筆者の主張に対する
自分の考えを文章にまとめ
ようとしている。

評価方法

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・授業中の態度
・ノート
・単元テスト・定期テスト

・授業中の態度

単元名（題材名） モアイは語る―地球の未来

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



１０月 指導時数 1

１０月 指導時数 4

１０月 指導時数 1

評価時期及び評価場面

・第１時 ・第１時

単元名（題材名）
根拠の適切さを考えて書こう

意見文を書く

概ね満足な姿（Ｂ規準）

問題1，2に取り組み，根拠
を吟味している。

今までの学習を生かして，
積極的に意見と根拠の関
係について理解しようとし
ている。

評価方法

・ノート ・授業中の態度

3　年間指導計画（その⑫）

単元名（題材名） 思考のレッスン２ 根拠の吟味

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名（題材名） 漢字に親しもう４

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノートなど提出物の内容 ・ノートなど提出物の内容 ・ノートなど提出物の内容

評価時期及び評価場面

・第２時 ・第２時 ・第２時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

自分の意見を支えるため
の適切な根拠を選んでい
る。

根拠となる事実を具体的
に示したり，想定される反
論に対する意見を示したり
している。

粘り強く根拠の適切さを考
え，学習の見通しをもって
意見文を書こうとしている。

評価時期及び評価場面

・第１時
・定期テスト

・第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

文や文章の中で漢字を読
んだり書いたりしている。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価方法

・ノート
・定期テスト

・ノート



１０月 指導時数 1

１０月 指導時数 4

１１月 指導時数 1

3　年間指導計画（その⑬）

単元名（題材名） [討論]異なる立場から考える
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

説得力のある根拠と共に，
意見をまとめている。

地域や社会で話題になっ
ていることの中からテーマ
を決め，異なる立場の人の
考えを予想しながら考えを
まとめている。
互いの意見の共通点や相
違点，話し合いの論点を踏
まえて話している。

進んで互いの立場や考え
を尊重し，学習の見通しを
もって討論しようとしてい
る。

評価時期及び評価場面
・第１時
・定期テスト

・第１時 ・第１時

単元名（題材名）
立場を尊重して話し合おう
討論で多角的に検討する

概ね満足な姿（Ｂ規準）

賛成・反対それぞれの立場
の人が，根拠となる①～⑧
の事実から，どんな意見を
述べるのかを考えている。

同じ情報を基にしたり，同
じ観点で考えたりしても，立
場によって異なる意見にな
り得ることに気づいている。

進んで意見と根拠の関係
について理解し，今までの
学習を生かして異なる立場
の人の意見を想定しようと
している。

評価方法
・ノート
・定期テスト

・ノート
・授業中の態度

・ノート
・授業中の態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

詩の中の語句に着目し，詩
全体の世界を豊かに想像
している。

詩の中の反復表現，対句
表現，反語表現に着目し，
その効果を考えている。

進んで表現の効果につい
て考え，今までの学習を生
かして詩を朗読しようとし
ている。

評価方法
・ノート
・定期テスト

・ノート ・授業中の態度

単元名（題材名） 音読を楽しもう 月夜の浜辺
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法
・ノート
・授業中の態度

・ノート ・授業中の態度

評価時期及び評価場面
・第１．２．３時 ・第２時 ・第３時

評価時期及び評価場面
・第１時
・定期テスト

・第１時 ・第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。



１１月 指導時数 1

１１月 指導時数 3

１１月 指導時数 3

概ね満足な姿（Ｂ規準）

漢語を交えた独特の調子
とリズムを捉えて朗読して
いる。

冒頭部分の現代語訳を読
んで，「無常観」を感じ取っ
ている。

進んで古典に表れたもの
の見方や考え方を知り，学
習課題に沿って朗読しよう
としている。

評価方法
・授業中の態度
・定期テスト

・ノート ・授業中の態度

3　年間指導計画（その⑭）

単元名（題材名）  源氏と平家
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法
・授業中の態度・ノート
・単元テスト・定期テスト

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

評価時期及び評価場面
・第１．２．３時
・単元テスト・定期テスト

・第３時
・単元テスト・定期テスト

・第１．３時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

古典の文章独特の調子や
リズムを意識して朗読して
いる。
与一や義経の言動，扇の
的を射落とした後の人々の
反応に着目し，古人のもの
の見方や考え方を捉えて
いる。

「扇の的」での与一の言動
や「弓流し」の場面での義
経の言動の意味について
考え，作品を読み深めてい
る。

進んで登場人物の言動の
意味について考え，学習課
題に沿って考えたことを伝
え合おうとしている。

評価時期及び評価場面
・第１時
・定期テスト

・第１時 ・第１時

単元名（題材名） 扇の的 ―「平家物語」から

評価時期及び評価場面
・第１時
・単元テスト・定期テスト

・第２．３時
・単元テスト・定期テスト

・第２．３時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

古典の文章独特の調子や
リズムを意識して朗読して
いる。
現代語訳や語注などを手
掛かりにして，法師の言動
やそれに対する作者のもの
の見方，考え方を理解して
いる。

法師と同じような経験がな
いかを踏まえて，考えたこと
を話し合っている。
文章の構成を工夫して，古
典の登場人物について論
じる文章を書いている。

積極的に考えたことを知識
や経験と結び付け，学習の
見通しをもって登場人物に
ついて論じる文章を書こう
としている。

評価方法
・授業中の態度・ノート
・単元テスト・定期テスト

・授業中の態度・ノート
・単元テスト・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

単元名（題材名） 仁和寺にある法師―「徒然草」から
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



１１月 指導時数 3

１２月 指導時数 4

１２月 指導時数 2

評価時期及び評価場面
・第１．３時
・単元テスト・定期テスト

・第２時
・単元テスト・定期テスト

・第１．３時

単元名（題材名） 君は「最後の晩餐」を知っているか

概ね満足な姿（Ｂ規準）

漢文特有の言葉遣いや調
子を意識して朗読してい
る。

好きな漢詩を選び，気に
入った表現や句を引用しな
がら，構成や表現の効果を
伝え合っている。

進んで作品の特徴を生か
して朗読し，学習課題に
沿って好きな漢詩を選び，
その理由を述べようとして
いる。

評価方法
・授業中の態度
・単元テスト・定期テスト

・ノート
・単元テスト・定期テスト

・授業中の態度
・ノート

3　年間指導計画（その⑮）

単元名（題材名） 漢詩の風景
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名（題材名） 魅力を効果的に伝えよう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法
・ノート
・単元テスト・定期テスト

・ノート・授業中の態度
・単元テスト・定期テスト

・授業中の態度

評価時期及び評価場面
・第２．３時
・単元テスト・定期テスト

・第３時
・単元テスト・定期テスト

・第３．４時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

筆者が，どのような例示
（具体）を基に，「最後の晩
餐」を「かっこいい。」（抽
象）と述べているのかを理
解している。
二つの文章を比較し，それ
ぞれの特徴や共通点・相違
点を表に整理している。

二つの文章に書かれてい
ることを比較したり，関係づ
けたりしながら，それぞれの
文章が書かれた目的や意
図を考えている。
文章の構成や表現の特徴
について，二つの文章を比
較して発見したことを発表
している。

粘り強く観点を明確にして
文章を比較し，今までの学
習を生かして考えたことを
文章にまとめようとしてい
る。

評価時期及び評価場面
・第１時 ・第２時 ・第２時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

作品の魅力を伝える言葉
にはどんなものがあるかを
考え，より効果的な語句や
表現を選んでいる。

作品の魅力が伝わるよう，
作品に描かれている様子
を具体的に説明している。
友達と鑑賞文を読み合い，
意見交換をすることで，自
分の鑑賞文のよさや改善
点を見いだしている。

進んで表現の効果を考え
て描写し，今までの学習を
生かして鑑賞文を書こうと
している。

評価方法
・ノート ・ノート

・授業中の態度
・ノート
・授業中の態度



１２月 指導時数 1

１２月 指導時数 2

１２月 指導時数 1

3　年間指導計画（その⑯）

単元名（題材名） 漢字に親しもう５
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

用言の活用形と活用の種
類について，語例を基に理
解している。

今までの学習を生かして，
積極的に単語の活用につ
いて理解しようとしている。

評価時期及び評価場面
・第１時
・定期テスト

・第１時

単元名（題材名） 文法への扉２

概ね満足な姿（Ｂ規準）

文や文章の中で漢字を読
んだり書いたりしている。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価方法
・ノート
・定期テスト

・ノート

概ね満足な姿（Ｂ規準）

教材文を通して研究者の
考え方や探求心に触れ，研
究に関わるさまざまな本を
読もうとしている。

教材文を自分の知識や経
験と結び付けて読み，感想
を伝え合っている。

本や文章などには，さまざ
まな立場や考え方が書か
れていることを進んで知り，
今までの学習を生かして
感想を伝え合おうとしてい
る。

評価方法
・授業中の態度 ・ノート

・授業中の態度
・授業中の態度

単元名（題材名）

研究の現場にようこそ
日本に野⽣のゾウやサイがいた頃

クモの糸でバイオリン
読書案内 本の世界を広げよう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法
・ノート
・定期テスト

・ノート

評価時期及び評価場面
・第１．２時
・定期テスト

・第１．２時

評価時期及び評価場面
・第１時 ・第１時 ・第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。



１２月 指導時数 1

１月 指導時数 6

１月 指導時数 1

概ね満足な姿（Ｂ規準）

楷書と行書を使い分ける
観点について理解してい
る。

楷書と行書を使い分ける
観点について意識してい
る。

評価方法
・ノートなど提出物の内容 ・ノートなど提出物の内容

・授業中の態度

3　年間指導計画（その⑰）

単元名（題材名） ３ 楷書と⾏書を選んで書こう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法
・授業中の態度
・単元テスト

・ノート
・単元テスト

・ノート
・授業中の態度

評価時期及び評価場面
・第５時
・単元テスト

・第４．５時
・単元テスト

・第３．５時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

作品中の漢語を和語に置
き換えると，印象がどのよう
に変わるかを考えている。

「メロス」や「王」の言動に
着目して，人物の考え方や
心情の変化を読み取って
いる。
「メロス」の行動や考え方
で共感できたところ・でき
なかったところを，自分の
知識や経験と結び付けて
考えている。
登場人物の人物像や表現
のしかたなど，観点を明確
にして作品の魅力を文章
にまとめている。

粘り強く登場人物の言動
の意味などについて考え，
学習の見通しをもって作品
の魅力を文章にまとめよう
としている。

評価時期及び評価場面
・第１時 ・第１時

単元名（題材名） 走れメロス

評価時期及び評価場面
・第１時 ・第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

文や文章の中で漢字を読
んだり書いたりしている。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたり
しようとしている。

評価方法
・ノート ・ノート

単元名（題材名） 漢字に親しもう６
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



１月 指導時数 2

２月 指導時数 4

２月 指導時数 2

評価時期及び評価場面
・第２時 ・第２時

単元名（題材名）
構成や展開を工夫して書こう

「ある日の自分」の物語を書く

概ね満足な姿（Ｂ規準）

助詞・助動詞の働きや種類
について理解し，文や文章
で使われている助詞や助
動詞の意味・用法を判別し
ている。

今までの学習を生かして，
積極的に助詞や助動詞の
働きについて理解しようと
している。

評価方法
・ノート ・授業中の態度

・ノート

3　年間指導計画（その⑱）

単元名（題材名） 文法への扉３ 一字違いで大違い
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名（題材名） 言葉３ 話し言葉と書き言葉
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法
・ノート ・ノート

・授業中の態度
・ノート
・授業中の態度

評価時期及び評価場面
・第１時 ・第３．４時 ・第３時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

これまでに学習した作品の
構成や展開を振り返り，ど
んな点を自分の文章に生
かしたいかを考えている。

起承転結の流れで構成を
考え，場面の展開が明確に
なるように，それぞれの場
面での出来事や心情を整
理している。
書いた物語を友達と読み
合い，よい点や改善点を伝
え合っている。

粘り強く文章の構成や展
開を工夫し，学習の見通し
をもって物語を創作しよう
としている。

評価時期及び評価場面
・第１時 ・第１時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

話し言葉と書き言葉につい
て，それぞれの特徴を理解
し，表現する際にどのような
注意が必要かを考えてい
る。

今までの学習を生かして，
積極的に話し言葉と書き
言葉の特徴について理解
しようとしている。

評価方法
・ノート ・授業中の態度



２月 指導時数 2

２月 指導時数 5

３月 指導時数 2

3　年間指導計画（その⑲）

単元名（題材名） 漢字３ 送り仮名
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

結論を見出しに，詳細を本
文に書くなど，構成を工夫
して記事を書いている。
壁新聞のテーマを話し合う
際に出た意見を，表などを
用いてまとめている。

壁新聞のテーマと内容に
ついて，お互いの意見の共
通点・相違点を明らかにし
ながら話し合い，結論を導
いている。
伝えたいことの優先順位を
考えて，記事の大きさや割
り付けを工夫している。
読み手の立場に立って推
敲し，表現を工夫している。

粘り強く文章の構成や展
開を工夫し，今までの学習
を生かして壁新聞を作ろう
としている。

評価時期及び評価場面
・第１．２時 ・第１．２時

単元名（題材名）
国語の学びを振り返ろう

テーマを決めて話し合い，壁新聞を作る

概ね満足な姿（Ｂ規準）

送り仮名に注意して，漢字
を読んだり書いたりしてい
る。

学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり，書いた
りしようとしている。

評価方法
・ノート ・授業中の態度

・ノート

概ね満足な姿（Ｂ規準）

「愛」，「正義」などの抽象
的な概念を表す言葉に着
目し，詩の中での意味を考
えている。

自分の知識や経験と結び
付けて，作者のものの見方
について考えている。

進んで詩を読んで理解し
たことや考えたことを知識
や経験と結び付け，学習課
題に沿って作者のものの見
方について話し合おうとし
ている。

評価方法
・ノート ・ノート ・授業中の態度

単元名（題材名） 木
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法
・ノートなど提出物の内容 ・ノートなど提出物の内容 ・授業中の態度

・ノートなど提出物の内容

評価時期及び評価場面
・第１．３．４時 ・第１．３時 ・第３時

評価時期及び評価場面
・第１時 ・第２時 ・第１．２時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。



３月 指導時数 1

３月 指導時数 3

３月 指導時数 3

概ね満足な姿（Ｂ規準）

これまでの学習を理解して
書き初めを書いている。

これまでの学習を意識して
書き初めを書こうとしてい
る。

評価方法
・作品 ・授業中の態度

・作品

3　年間指導計画（その⑳）

単元名（題材名） [文字のいずみ] 書き初めをしよう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法
・ノートなど提出物の内容
・授業中の態度

・授業中の態度
・ノートなど提出物の内容

評価時期及び評価場面
・第１．２．３時 ・第１．２．３時

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

場面や目的に応じて既習
事項をどのように生かすか
考えている。

既習事項を生かして，進ん
で，目的や場面に合った文
字を書こうとしている。

評価時期及び評価場面
・第１時 ・第１時

単元名（題材名） [⽣活に広げよう]

評価時期及び評価場面
・第１．２．３時 ・第１．２．３時 ・第１．２．３時

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

相手の心が動くように，卒
業生に贈る言葉を選び，そ
の理由を考えている。
敬語の働きを理解し，電子
メールの下書きを推敲して
いる。
根拠を明確にして，卒業生
に贈る言葉について書いて
いる。

教科書の「アイスプラネット」
と長編版「アイスプラネット」と
を比較して読み，物語の設定
の違いを捉えている。
教科書の「アイスプラネット」
と長編版「アイスプラネット」と
を比較して読み，登場人物の
違いによって，どんな展開の
可能性が加わるかを考えてい
る。
卒業生に贈る言葉を考え，出
典や理由を明らかにして，話
の構成を工夫している。
「卒業生に贈る言葉」につい
ての大川さんの提案を論理の
展開に注意して聞き，話し手
の伝えたいことを捉えている。
気持ちや用件が的確に伝わ
るように電子メールを書いて
いる。
読み手の立場に立ち，表現の
効果を考えて電子メールを推
敲している。

進んで登場人物の設定の
しかたや根拠の適切さを
考え，今までの学習を生か
して，学習課題に取り組も
うとしている。

評価方法
・ノート ・ノート ・授業中の態度

・ノート

単元名（題材名） 学習を振り返ろう
観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



３年

令和６年度　浦添中学校　各教科シラバス
学　　年 教科名 国語

教科担当

２　（国語）科の学習について

授
業
の

進
め
方

★授業の流れは①めあての提示②課題に向き合う場面（交流）③まとめ・振り返りの流れで進めていきます。「言葉による見方・考え方を
働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現習 する資質・能力」をつけるために、(1)自分の意見を持って積極的に表現
しましょう。(2)友達との交流を通して、自分の意見考えを深めましょう。(3)授業中の大事なところはメモを取り、ノートは「自分の参考書」
にしましょう。(4)自分の考えを発表したり書いたりする習慣を身につけましょう。(5)読書の習慣、こまめに辞書を引く習慣を身につけま
しょう。

定
期

テ
ス
ト

〇教科書ならびに副教材を使用して学習した授業の内容を中心に出題します。
〇テストに際しては，教科書の説明で使用したプリントや資料集、デジタルコンテンツなどについても出題します。
◯「知識・技能」、「思考・判断・表現」の２つの観点に分けて出題します。
◯テスト範囲は、テストの約１週間前に連絡します。

１　（国語）科の目標と評価について

教
科
の

目
標

(1) 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に親しんだり理解したりす
ることができるようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を養い，社会生活における人との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考
えを伝え合おうとする態度を養う。

評
価
の

観
点

（知識・技能）〇言葉の働きに気づいたり、言葉の種類ごとの特徴について理解したりしている。〇意見と根拠、具体と抽象な
ど、情報と情報の関係について理解している。〇現代語訳や語注などを手がかりに作品を読むことを通して、古典に表れた
ものの見方や考え方を知ることができる。〇学習した常用漢字を読むこと、また学年別漢字配当表に記されている漢字を書
き、文や文章の中で使うことができる。
（思考・表現・判断）〇自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話の構成を工
夫することができる。〇表現の仕方や適切な資料の引用などを考え、自分の考えがわかりやすく伝わる文章になるよう工夫
できる。〇読み手の立場に立って、表現の効果などを確かめて、文章を整えることができる。〇目的に応じて情報を整理しな
がら情報を得たり、登場人物の言動の意味について考 えたりして、内容を解釈できる。
（主体的に学習に取り組む態度）〇知識技能を獲得したり、思考力・判断力・表現力を身につけたりすることに、粘り強く取り
組んでいる。〇粘り強い取り組みの中で、見通しを立てたり振り返ったりして、自らの学習を調整している。〇言葉を通じて積
極的に人と関わったり、思いや考えを確かなものにしたりしながら、主体的に学習に取り組んでいる。

評
価

方
法

１ 授業中の態度や参加の様子（発言・話し合い・聞く態度）
２ ノート・ワーク・レポート・作品などの提出物の内容
３ 定期テスト
４ 単元テスト、小テスト、作文、スピーチ、音読など

教科書名 国語３（光村図書）

副 教 材

国語便覧（浜島書店）
漢字の学習3（光村教育図書）
よくわかる国語の学習3（明治図書）

　「シラバス」とは、各教科の授業内容や学習の方法、 評価の方法などを記した総合的な学習計画のことです。浦添中学校の「シラバス」
は、生徒の皆さんが１年間、何を学び、どのように学習を進めていくかを示すことで、見通しを持って、計画的・主体的に授業に取り組めるこ
とをねらいとして作成しています。
また、各教科の評価の観点が３観点としてシラバスに示してあります。
Ⅰ「知識・技能」…各教科等で、学習する過程で身に付けた知識や技能の習得状況について評価を行います。また、それらを既に身に付け
ている知識や 技能と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場面でも活用できる程度に、概念として理解したり技能を習得し
たりし ているかについて評価を行います。
Ⅱ「思考・判断・表現」…各教科等の知識や技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力を身に付けているかを
評価します。
Ⅲ「主体的に学習に取り組む態度」…知識や技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力を身に付けたりすることに向けた粘り強い取り組
みの中で、自ら学習を調整しようとしているかを評価します。
　生徒の皆さんは、各教科の授業における｢学び｣が実生活とつながっているということを実感し、各教科が示す「基礎的・基本的な知識・技
能の確実な習得」ができるよう努力してください。さらに「各教科で学んだ基礎的・基本的な知識・技能を活用する活動(思考・判断・表現
等)」に積極的に取り組んで下さい。この地道な努力が、｢主体的に学ぶ力(＝学びに向かう力)｣を育成することにつながります。



４月 指導時数 １時間

４月 指導時数 ４時間

４月 指導時数 1時間

単元名（題材名） 世界はうつくしいと

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

3　年間指導計画（その①）

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

時間・場所など，「現在」と
「回想」の部分を読み分ける
ポイントとなる語句や，登場人
物の心情や人物像を表す言
葉，比喩表現などに着目して
いる

・「現在」と「回想」の部分
を読み分け，物語の展開の
しかたの効果について考え
ている。
・文章の内容に沿って登場
人物の生き方や価値観を
読み取り，自分の知識や経
験と比較しながら考えてい
る。

粘り強く物語の展開のしか
たを捉え，学習課題に沿っ
て作品を批評したり，考え
たことを伝え合ったりしよう
としている。

評価時期及び評価場面

音読
単元テスト
定期テスト

音読
振り返り

単元名（題材名） 握手

概ね満足な姿（Ｂ規準）

詩に用いられている語句や
表現に着目して考えてい
る。

進んで語感を磨き，友達の
考えや今までの学習を生
かして詩の解釈や朗読をし
ようとしている。

評価方法

音読
単元テスト
定期テスト

音読
振り返り

単元名（題材名） ［聞く］評価しながら聞く

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・ノート、観察（第１時）
・単元テスト
・定期テスト

・ノート、観察（第１時）
・ノート、発表（第２，３時）
・単元テスト　　・定期テスト

・ノート、観察（第１時）

評価時期及び評価場面

・場面の整理と登場人物の
設定（第１時）
・単元テスト　　・定期テスト

・ノート、観察（第１時）
・ノート、発表（第２，３時）
・単元テスト　　・定期テスト

・ノート、観察（第１時）

評価時期及び評価場面
ワークシート ワークシート、観察 ワークシート、観察

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

根拠としている情報につい
て，事実関係や裏付けなど
に注意して聞いている。

・自分の意見と根拠を明確
にし，相手の立場から予想
される反論についても考え
ている。
・立場ごとの主張と根拠，
共通点と相違点を整理し
てメモを取り，根拠の適切
さや自分の考えとの違い，
取り入れたい表現などを伝
え合っている。

聞き取った内容や表現のし
かたを進んで評価し，今ま
での学習を生かしてメモし
ようとしている。

評価方法

ワークシート ワークシート、観察 ワークシート、観察



５月 指導時数 2時間

５月 指導時数 １時間

５月 指導時数 ２時間

５月 指導時数 4時間

評価時期及び評価場面
・ノート、発表（第1時）
・単元テスト　・定期テスト

・ワークシート、発表（第2時）
・単元テスト　　・定期テスト

ワークシート、発表（第2時）

評価時期及び評価場面 観察、ノート

単元名（題材名）

3　年間指導計画（その②）

単元名（題材名） 学びて時に之を習ふ―「論語」から

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・教材文を参考に歴史的背景
を押さえ，教材の書き下し文
や訓読文を読むことを通して，
「論語」の世界に親しんでい
る。

・孔子の人間の生き方に関す
る考えを，自分の生き方や生
活と関連づけて考えている。

・人間，社会，自然などについ
て積極的に自分の意見をも
ち，今までの学習を生かして
朗読したり考えを伝え合った
りしようとしている。

評価方法
ノート、発表
・単元テスト　・定期テスト

ワークシート、発表
・単元テスト　・定期テスト

ワークシート、発表

書写　身の回りの文字の目的と工夫

・進んで文章の種類を選択
し，学習の見通しをもって情報
を編集し文章にまとめようとし
ている。

評価方法 ワークシート

評価時期及び評価場面 ワークシート（第１時） ワークシート、観察（第１時）

観察、ノート

単元名（題材名） 情報整理のレッスン　情報の信頼性

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・学習課題に沿って情報の信頼
性の確かめ方を理解し，積極的
に使おうとしている。

評価方法 観察、ノート 観察、ノート

・情報の発信日時，発信源，情報
の目的などの観点から，情報の
信頼性を確認している。

積極的に身の回りの文字
の特徴や目的、工夫してい
る点を見つけようとしてい
る。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

身の回りの文字には、目的
に応じた工夫がされている
ことを理解している。

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

ワークシート、観察

評価方法
ワークシート カード、観察、発表、グループ

ワーク
観察、下書き

評価時期及び評価場面
・ワークシート（第1時） ・カード、観察（第1時）

・観察、発表、グループワーク
（第2時）

・観察（第1時）
・下書き（第2時）

単元名（題材名） 文章の種類を選んで書こう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・随筆，物語，報道文など，さ
まざまな種類の文章があるこ
とを理解している。

・修学旅行で心に残った出来
事から題材を選び，その題材
に関する情報や図表，写真を
集め，出典を明らかにして記
事の中で活用している。
・担当した記事の内容が効果
的に伝わる文章の種類を選
択し，その種類に合わせた文
章の構成や表現を工夫してい
る。



５月 指導時数 １時間

５月 指導時数 3時間

６月 指導時数 １時間

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・具体と抽象の関係にある
論理の展開のしかたや，抽
象と具体の程度を捉えな
がら読んだり書いたりして
いる。

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

・論説の特性を踏まえ，原因と
結果，意見と根拠，具体と抽
象などの関係に着目して，論
理の展開のしかたを図式化す
るなどして捉えている。
・象などの関係に着目して，そ
れらが文章の中で無理なく結
び付いているかを確かめなが
ら，自分の考えをまとめてい
る。

・進んで文章の構成や論
理の展開のしかたについて
評価し，情報と情報の関係
について深めた理解を生
かして，文章にまとめようと
している。

評価方法

ノート
・単元テスト
・定期テスト

ノート、観察、ワークシート
・単元テスト
・定期テスト

ワークシート、ノート、観察

単元名（題材名） 作られた「物語」を超えて

観点

単元名（題材名） 漢字１　熟語の読み方　漢字に親しもう１

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・漢字の音訓や，熟語にお
ける音訓の組み合わせに
注意して，漢字を読んだり
書いたりしている。

3　年間指導計画（その③）

単元名（題材名） 思考のレッスン　具体化・抽象化

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・学習課題に沿って，積極
的に漢字を読んだり書いた
りしようとしている。

評価方法

観察、ノート 観察、ノート

評価時期及び評価場面

観察、ノート 観察、ノート

評価時期及び評価場面
ノート（第2時）
・単元テスト
・定期テスト

ノート、観察（第2時）
ﾜｰｸｼｰﾄ、観察（第3時）
・単元テスト・定期テスト

ワークシート、ノート、観察
（第3時）

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・ゴリラの事例と人間社会
の話に着目して，具体と抽
象の関係を理解している。

・具体と抽象の関係につい
て積極的に理解し，学習し
た内容を生かして課題に
取り組もうとしている。

評価方法
ノート、観察 ノート、観察

評価時期及び評価場面
ノート、観察 ノート、観察



６月 指導時数 ４時間

６月 指導時数 1時間

６月 指導時数 1時間

概ね満足な姿（Ｂ規準）

情報の発信者・出典，調査
方法，情報の数などが適
切か確認して，必要な情報
を集めている。

・話す目的や相手を明確に
し，相手の立場に立って，伝え
る必要がある情報を選んでい
る。
・興味を引く導入や明確な主
張，聞き手が納得できる根拠
や提案の設定，適切な説明の
順序などを考えて，話を構成
している。

・相手を説得できるように
粘り強く論理の展開などを
考えて話の構成を工夫し，
今までの学習を生かして
自分の考えを話そうとして
いる。

評価方法
観察、ノート 観察、ノート、ワークシート ワークシート

3　年間指導計画（その④）

単元名（題材名） 説得力のある構成を考えよう～スピーチで社会に思いを届ける～

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法
ワークシート
テスト

ワークシート

評価時期及び評価場面
ワークシート
テスト

ワークシート

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・文や文章の中で漢字を
読んだり書いたりすること
に慣れている。

・学習課題に沿って，積極
的に漢字を読んだり書いた
りしようとしている。

評価時期及び評価場面

観察、ノート（第2時） 観察、ノート（第2時）
ワークシート（第3時）

ワークシート（第3時）

単元名（題材名） 漢字に親しもう２

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

・助詞や助動詞の働きなど
を進んで振り返り，今まで
の学習を生かして練習問
題に取り組もうとしている。

評価方法
ノート、観察
・単元テスト
・定期テスト

ノート、観察

評価時期及び評価場面

ノート観察
・単元テスト
・定期テスト

ノート、観察

単元名（題材名） 文法への扉１　すいかはいくつ必要？　　文法1　文法を生かす

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・既習の文法事項が，日常
の会話や文章を見直したり
文の表現効果を考えたりす
る際のポイントになることを
理解している。



６月 指導時数 3時間

７月 指導時数 3時間

７月 指導時数 ２時間

評価時期及び評価場面

ノート（第1時） 観察（第1時）
ノート、観察（第2・３時）

観察（第1時）
ノート、観察（第2・３時）

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・実用的な文章の資料ごと
に，情報の発信者・発信
時・発信目的を確認してい
る。

・事実や事例の選び方，取り上げ
方や語句の選び方に着目して文
章を読み，書き手の思惑や意図
について考えている。
・読み手に必要な情報を過不足
なく伝えているか，読み手の状況
に合わせた言葉や表現を使って
いるかなどの点に着目して文章
を読み，課題に取り組んでいる。
・観点ごとに情報を整理し，着眼
的を参考に情報の客観性や信頼
性を確認しながら表にまとめてい
る。

・積極的に情報の信頼性
の確かめ方を使って読み，
学習したことを踏まえて実
生活への生かし方を考えよ
うとしている。
・文章の構成や論理の展
開，表現のしかたについて
進んで評価し，学習課題に
沿って報道の文章を比較
し，考えをまとめようとして
いる。

評価方法
ノート 観察、ノート 観察、ノート

単元名（題材名） 実用的な文章を読もう／報道文を比較して読もう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名（題材名） 書写　手書き文字の特徴

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・俳句で使われている語句
の意味を理解したり，豊か
なイメージを喚起する効果
的な語句に着目したりして
いる。
・俳句の形式とその特徴に
ついて理解し，俳句を創作
している。

・語句の選び方や表現のしか
たに着目して俳句を読み，評
価している。
・伝えたいことが効果的に伝
わる構成（語順）を考えて，俳
句を創作している。
・自分の思いや考えがわかり
やすく伝わるように，語句や表
現を工夫して俳句を創作して
いる。

・進んで文章の種類とその
特徴について理解し，学習
課題に沿って，鑑賞文を書
いたり俳句を創作したりし
ようとしている。

評価方法

音読、ノート
・単元テスト
・定期テスト

ノート
・単元テスト
・定期テスト

音読、ノート

単元名（題材名） 俳句の可能性/俳句を味わう

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

ワークシート、観察 ワークシート、観察 グループ交流

評価時期及び評価場面

ワークシート、観察（第１
時）

ワークシート、観察（第１
時）

グループ交流（第２時）

観点

・手書き文字の特徴を理解し
ている。

手書きを用いる目的や理
由を考え、伝えようとしてい
る。

評価時期及び評価場面

音読、ノート（第1時）
ノート（第3時）
・単元テスト　・定期テスト

ノート（第2・３時）
・単元テスト
・定期テスト

音読、ノート（第1時）
ノート（第2・３時）

3　年間指導計画（その⑤）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・手書き文字の特徴を生か
して，効果的に書く工夫を
考えている。



７月 指導時数 １時間

７月 指導時数 １時間

８月 指導時数 2時間

3　年間指導計画（その⑥）

評価時期及び評価場面

ノート、観察 ワークシート、観察

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・古典や近代文学，年配の
人との会話の例などの中
から，自分たちの世代とは
異なる言葉の使い方を見
つけている。

・時間の経過による言葉の
変化や世代による言葉の
違いについて進んで理解
し，試行錯誤しながら相手
や場面によって言葉を選ん
で話そうとしている。

評価方法

ノート、観察 ワークシート、観察

単元名（題材名） 言葉を選ぼう　もっと「伝わる」表現を目ざして

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名（題材名） 言葉１　和語・漢語・外来語

挨拶―原爆の写真によせて

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名（題材名）

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・和語・漢語・外来語につ
いて理解し，相手や場面に
応じて適切に使い分けてい
る。

・進んで和語・漢語・外来
語を理解し，今までの学習
を生かして相手や場面に
応じて適切に使い分けよう
としている。

評価時期及び評価場面

ノート、ワークシート（第1
時）
・単元テスト　・定期テスト

ノート、ワークシート（第2
時）
・単元テスト　・定期テスト

観察（第2時）

評価方法

ノート、観察 ノート、観察

評価時期及び評価場面

ノート、観察 ノート、観察

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・比喩や象徴的な表現に
着目し，文脈の中での意味
を考えている。

・詩に用いられている比喩
や象徴的な表現の効果に
ついて自分の考えをまとめ
ている。
・詩に用いられている比喩
や象徴的な表現の効果に
ついて自分の考えをまとめ
ている。

・詩の構成や表現のしかた
について積極的に評価し，
学習課題に沿って読み深
めた詩について，感じたこ
とや考えたことを伝え合お
うとしている。

評価方法

ノート、ワークシート
・単元テスト
・定期テスト

ノート、ワークシート
・単元テスト
・定期テスト

観察



９月 指導時数 ５時間

９月 指導時数 1時間

９月 指導時数 1時間

９月 指導時数 1時間

単元名（題材名） 聞き上手になろう

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法 観察 観察、メモ、ノート メモ、ノート、観察

評価時期及び評価場面 観察 観察、メモ、ノート メモ、ノート、観察

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・話し手や聞き手が，対談の
中で，適切な言葉遣いをして
いる。

・自分の知識や経験などと結
び付けながら話を聞き，対談
の中で，相手の思いに迫るこ
とができた質問や話を豊かに
展開させた応答は，どのよう
なものだったか捉えている。

・粘り強く話の展開を予測し
ながら聞き，今までの学習を
生かして質問したり評価を述
べたりしようとしている。

評価時期及び評価場面 ワークシート、観察 ワークシート、観察 ワークシート、観察

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

慣用句・ことわざ・故事成語

観点 知識・技能 思考・判断・表現

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・「具体と抽象」，「事実と意
見」，「意見と根拠」について
既習した内容を振り返りなが
ら課題に取り組んでいる。

・課題に沿って文章を推敲し，
論理の展開を整えている。

・目的や意図に応じた表現に
なっているかを粘り強く確か
め，情報と情報との関係の知
識を生かして推敲しようとして
いる。

評価方法 ワークシート、観察 ワークシート、観察 ワークシート、観察

単元名（題材名） 論理の展開を捉える

観点

3　年間指導計画（その⑦）

主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・文学作品を読むことが，自分
の人生や自分が生きている社
会について深く考えるきっか
けとなることに気づいている。

・自分の知識や経験と比べた
り，語り手や人物の立場，時代
背景などを変えて読んでみた
りして，作品のもつ特性や価
値を探っている。
・「私」が考えている「希望」
や望む社会の在り方などにつ
いてどう考えるか，根拠に基
づいて自分の意見を述べてい
る。

・粘り強く文章を批判的に読
み，今までの学習を生かして
小説を批評したり，自分の考
えをまとめたりしようとしてい
る。

単元名（題材名） 故郷

観点 知識・技能 思考・判断・表現

評価時期及び評価場面 ノート、観察観察 ノート、観察

主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・慣用句を使って短文を作っ
たり，ことわざや故事成語を
調べたりしている。

・積極的に慣用句やことわざ，
故事成語を理解し，今までの
学習を生かして短文を作った
り調べたりしようとしている。

評価方法 ノート、観察 ノート、観察

単元名（題材名）

評価方法
批評文、観察
・単元テスト　・定期テスト

ノート、観察
・単元テスト　・定期テスト

批評文、観察

評価時期及び評価場面
批評文、観察（第5時）
・単元テスト　・定期テスト

ノート、観察（第4時）
・単元テスト　・定期テスト

批評文、観察（第5時）



１０月 指導時数 3時間

１０月 指導時数 ２時間

１０月 指導時数 3時間

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・文字は，書き手の意図に
応じて効果的に書かれて
いることを理解している。

・意図に応じて効果的に書
くための工夫を考えてい
る。

意図に応じた書き方を工
夫して文字を書こうとして
いる。

単元名（題材名） 書写　書き手の意図と表現

3　年間指導計画（その⑧）

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価時期及び評価場面

ワークシート、観察（第2
時）
・単元テスト　・定期テスト

ワークシート、観察（第2
時）・ワークシート（第3時）
・単元テスト　・定期テスト

ワークシート、観察（第2・３
時）

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・自分の知識や経験と比
べ，筆者の意見や根拠に
納得できるかどうか検討し
ようとしている。((2)イ)

・二つの文章を比較して共
通点や相違点を表にまと
め，それを基に，話し合って
いる。
・自分の立場を明確にし，
根拠となる事実を引用する
などして，自分の意見を書
いている。

・積極的に二つの文章を批
判的に読み，学習課題に
沿って自分の考えを文章に
まとめようとしている。

評価方法

ワークシート、観察
・単元テスト
・定期テスト

ワークシート、観察
・単元テスト
・定期テスト

ワークシート、観察

単元名（題材名） 漢字２　漢字の造語力　漢字に親しもう３

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価時期及び評価場面

ワークシート、観察（第2
時）
・単元テスト　・定期テスト

ワークシート、観察（第2
時）・ワークシート（第3時）
・単元テスト　・定期テスト

ワークシート、観察（第2・３
時）

主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・自分の知識や経験と比
べ，筆者の意見や根拠に
納得できるかどうか検討し
ようとしている。((2)イ)

・二つの文章を比較して共
通点や相違点を表にまと
め，それを基に，話し合って
いる。
・自分の立場を明確にし，
根拠となる事実を引用する
などして，自分の意見を書
いている。

・積極的に二つの文章を批
判的に読み，学習課題に
沿って自分の考えを文章に
まとめようとしている。

評価方法

ワークシート、観察
・単元テスト
・定期テスト

ワークシート、観察
・単元テスト
・定期テスト

ワークシート、観察

単元名（題材名） 人工知能との未来／人間と人工知能と創造性

観点 知識・技能 思考・判断・表現

評価方法

ワークシート、作品 ワークシート、作品 観察、作品

評価時期及び評価場面

ワークシート（第１時）
作品（第２時）

ワークシート（第１時）
作品（第２時）

観察、作品（第２時）

観点 知識・技能



１０月 指導時数 4時間

１０月 指導時数 １時間

１０月 指導時数 １時間

１１月 指導時数 4時間

１１月 指導時数 1時間

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・全体に関わる大きな論点か
ら，具体的な論点へと話し合
いを進める方法を考えてい
る。

・話し合いの目的や進み具合
など展望をもって効果的に話
し合う工夫を考えている。

・積極的に進行のしかたを工
夫し，学習したことを生かして
効果的な話し合いについて考
えようとしている。

評価方法 ノート、発表内容 ノート、発表内容 観察

3　年間指導計画（その⑨）

単元名（題材名） 話し合いを効果的に進める

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観点 知識・技能 思考・判断・表現
・具体的な題材を基に，その
価値についてまとめている。

・観点を決めて問いと考えを
書き出し，表にまとめるなどし
て分析している。
・自分の意見を支える根拠と
なる資料を引用するなどして
構成を考え，批評文を書いて
いる。

・粘り強く表現のしかたを考え
たり資料を適切に引用したり
し，学習の見通しをもって批評
文を書こうとしている。

評価方法 批評文 ワークシート、観察､批評文 ワークシート、批評文、観察

評価方法
朗読
・単元テスト　・定期テスト

朗読、ノート
・単元テスト　・定期テスト

朗読

評価時期及び評価場面
朗読
・単元テスト　・定期テスト

朗読、ノート
・単元テスト　・定期テスト

朗読

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

単元名（題材名） 合意形成に向けて話し合おう～課題解決のために会議を開く

評価方法 ワークシート

単元名（題材名）

観点 知識・技能

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・言葉の響きやリズムを味わ
いながら朗読している。

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・文や文章の中で漢字を読ん
だり書いたりすることに慣れて
いる。

・学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたりし
ようとしている。

評価時期及び評価場面

批評文（第4時） ワークシート、観察（第2･３
時）
ワークシート、批評文（第4
時）

ワークシート、批評文、観察
（第5時）

漢字に親しもう４

主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

単元名（題材名） 多角的に分析して書こう　説得力のある批評文を書く

評価時期及び評価場面
話し合い、ワークシート（第4
時）

話し合い、ワークシート（第3
時）

観察（第4時）

主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・複数の発言の共通点を結び
付けて，一つの提案にまとめ
ている。

・提案を分類・整理し，観点を
決めて検討したり，互いの意
見の長所を生かしたりして話
し合っている。

・合意形成に向けて粘り強く
考えを広げたり深めたりし，学
習の見通しをもって話し合お
うとしている。

評価方法 話し合い、ワークシート 話し合い、ワークシート 観察

ワークシート

評価時期及び評価場面 ワークシート ワークシート

・文語定型詩の構成や場面の
展開に注意して，表現された
情景や心情を想像している。

・進んで語感を磨き，今までの
学習を生かして朗読したり自
分の考えを述べたりしようとし
ている。

評価時期及び評価場面 ノート、発表内容 ノート、発表内容 観察

単元名（題材名） 初恋

観点 知識・技能 思考・判断・表現



１１月 指導時数 １時間

11月 指導時数 １時間

１１月 指導時数 ２時間

評価時期及び評価場面

・朗読、ノート
・定期テスト

朗読

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・「和歌の世界」を読んだ
り，「仮名序」を朗読して比
喩的な効果を確認したりし
ながら，和歌に対する古人
の思いを捉えようとしてい
る。

・進んで古典の世界に親し
み，今までの学習を生かし
て朗読しようとしている。

評価方法

朗読、ノート
・定期テスト

朗読

単元名（題材名） 和歌の世界　古今和歌集　仮名序

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元名（題材名） 書写　現代につながる文字の役割

観点

評価時期及び評価場面

・ノート、観察（第1、２時）
・鑑賞文（第2時）
・単元テスト　・定期テスト

・ノート、観察（第2時）
・単元テスト
・定期テスト

・ノート、観察（第2時）
・鑑賞文、観察（第2時）

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・三つの歌集の歌を比較し
たり朗読したりして，それぞ
れの作者の心情や情景を
想像している。
・気に入った言葉や表現の
効果などに気づき，引用し
ている。

・心情や情景，和歌の表現
方法などについて自分の
考えをもっている。

・進んで和歌の表現のしか
たについて評価し，見通し
をもって鑑賞文を書こうと
している。

評価方法

・ノート、観察、鑑賞文
・単元テスト
・定期テスト

・ノート、観察
・単元テスト
・定期テスト

・ノート、観察、鑑賞文

単元名（題材名） 君待つと―万葉・古今・新古今

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

3　年間指導計画（その⑩）

評価方法

ワークシート、観察 ワークシート、観察 交流、観察

評価時期及び評価場面

ワークシート、観察 ワークシート、観察 交流、観察

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・歴史のなかで文字が果
たしてきた役割を理解して
いる。

・これまで学習してきたこと
を踏まえて，文字の役割や
現在とのつながりについて
考えている。

積極的に文字の役割につ
いて考え、交流から学びを
深めようとしている。



１１月 指導時数 3時間

12月 指導時数 １時間

12月 指導時数 ３時間

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・作者や作品について興味
をもち，俳句と地の文との
関係に注意しながら朗読し
ている。
・古典の言葉を引用して鑑
賞文やメッセージを書いて
いる。

・芭蕉の「旅」についての考え
を読み取り，現代の「旅」がも
つ意味と比較している。
・芭蕉が見たものや感じたこ
とを想像している。
・自分の思いを表現するのに
ふさわしい文章の種類を選
び，相手の状況を踏まえて構
成を工夫してメッセージを書
いている。

・人間，社会，自然などにつ
いて進んで自分の意見を
もち，今までの学習を生か
して発表したり文章にまと
めたりしようとしている。

単元名（題材名） 夏草　―「おくのほそ道」から

3　年間指導計画（その⑪）

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・作者や作品の時代背景
を知り，古典
の名句・名言を朗読してい
る。
・気に入った名句や名言を
ノートに書いたり，それにつ
いて自分の考えを書いたり
している。

・自分の思いを表現するの
にふさわしい文章の種類を
選び、相手の状況を踏まえ
て構成を工夫してメッセー
ジを書いている。

・長く親しまれている言葉
や古典の一節を進んで引
用するなどし，今までの学
習を生かして朗読したり書
き出したりしようとしてい
る。

評価方法

朗読、ノート メッセージ 朗読、ノート、メッセージ

単元名（題材名） 古典名句・名言集

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

・朗読、ノート
・単元テスト
・定期テスト

ノート、観察
・単元テスト
・定期テスト

ノート、観察

評価時期及び評価場面

・朗読（第１、２時）
・ノート（第３時）
・単元テスト　・定期テスト

ノート、観察（第３時）
・単元テスト
・定期テスト

ノート、観察（第３時）

観点 知識・技能 思考・判断・表現

評価時期及び評価場面

朗読、ノート メッセージ 朗読、ノート、メッセージ

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

評価時期及び評価場面

観察（第２時）
・単元テスト
・定期テスト

・観察（第２、３時）
・ワークシート（第３時）
・単元テスト　・定期テスト

観察（第２、３時）
ワークシート（第３時）

主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・抽象的な概念を表す語句
を辞書で調べたり，文脈上
での意味を確認したりしな
がら，文章を読んでいる。

・文章を批判的に読み，友
達と意見を交換しながら，
筆者の考えについて自分
の考えをまとめている。

・人間，社会，自然などにつ
いて進んで自分の意見を
もち，今までの学習を生か
して，理解したことや考えた
ことについて討論したり文
章にまとめたりしようとして
いる。

評価方法

観察
・単元テスト
・定期テスト

観察、ワークシート
・単元テスト
・定期テスト

観察、ワークシート

単元名（題材名） 誰かの代わりに



１２月 指導時数 ２時間

１２月 指導時数 １時間

１２月 指導時数 １時間

１月 指導時数 １時間

１月 指導時数 ３時間

小論文、観察

3　年間指導計画（その⑫）

単元名（題材名） 情報を読み取って文章を書こう　グラフを基に小論文を書く

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・「ない」の違いについて品詞
や働きの違いを文章の中で
理解している。

・単語の活用，助詞や助動詞
などの働きについて進んで理
解し，これまでの学習を生か
して課題に取り組もうとしてい
る。

評価時期及び評価場面
ノート、観察（第１時） 構成表、小論文、観察（第

２時）
小論文、観察（第２時）

単元名（題材名） 文法への扉２　「ない」の違いがわからない？

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・文や文章の中で漢字を読ん
だり書いたりすることに慣れて
いる。

・学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたりし
ようとしている。

評価方法 ワークシート ワークシート

単元名（題材名） 漢字３　漢字のまとめ　漢字に親しもう５

単元名（題材名） 温かいスープ

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

目当てに沿った観点で交流し
ようとしている。

評価方法

評価方法 観察 観察、練習問題

評価時期及び評価場面 観察 観察、練習問題

単元名（題材名）

評価時期及び評価場面 ノート、観察（第２時） ノート（第３時） 観察（第３時）

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・文章に表現された人と人と
の関係を通して，国際性とは
何かを読み取ったり，読書が
自分の生き方や社会について
考えるきっかけとなることに気
づいたりしている。

・自分の生き方と作品に表現
された考え方を比較して，「国
際性」とは何か自分の考えを
まとめている。

・人間，社会，自然などについ
て進んで自分の意見をもち，
今までの学習や経験を生かし
て批評したり考えを伝え合っ
たりしようとしている。

評価方法 ノート、観察 ノート 観察

・具体的な情報を基に，着眼
点を決めて分析し，自分の考
えをまとめている。

・資料から読み取ったことと考
えとの関連などについて，改
善点を助言し合って推敲して
いる。

・論理の展開などについて，
読み手からの助言などを踏ま
えて粘り強く推敲し，学習の見
通しをもって小論文を書こうと
している。

評価方法 ノート、観察 構成表、小論文、観察

書写　書き初めをしよう

観点 知識・技能 思考・判断・表現

評価時期及び評価場面 ワークシート ワークシート

主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）
・これまでの学習を理解して
書き初めを書いている。

観察、作品 交流、観察

評価時期及び評価場面 観察、作品 交流、観察



１月 指導時数 ２時間

１月 指導時数 ２時間

２月 指導時数 ６時間

２月 指導時数 １時間

単元名（題材名） わたしを束ねないで

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法 冊子、発表 冊子、発表 冊子、観察

評価時期及び評価場面
冊子（第３時）
発表（第４時）

冊子（第３時）
発表（第４時）

冊子、観察（第３、５時）

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・目的や相手を意識して言
葉を選び，冊子をまとめよ
うとしている。
・相手や場を意識しながら
適切な言葉を選び，自分の
考えを伝えている。

・相手を意識して敬語を適切
に使い，自分の考えがわかり
やすく伝わるように構成を考
えて発表している。
・自分の考えや思いがわかり
やすく伝わるように構成や内
容を考えて冊子を作っている。

・粘り強く言葉を選んだり
構成を工夫したりし，今ま
での学習を生かして，文章
にまとめたり，友達の発表
を聞いて質問したり評価し
たりしようとしている。

評価時期及び評価場面

朗読（第１時） ノート、観察観察（第２時） 朗読（第１時）
ノート、観察（第２時）

単元名（題材名） 三年間の歩みを振り返ろう

観点 知識・技能 思考・判断・表現

評価時期及び評価場面
ワークシート、交流（第１
時）

観察、作品（第２時）

評価時期及び評価場面 ワークシート ワークシート

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・音訓や部首などに気をつ
けて，これまでに学習した
漢字を読んだり書いたりし
ている。

・学習課題に沿って，積極
的に漢字を読んだり書いた
りしようとしている。

評価方法 ワークシート ワークシート

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。

単元名（題材名） 漢字に親しもう６

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

自分の思いを表現するた
めに、既習事項をどのよう
に生かすか考えている。

既習事項を生かして、進ん
で、思いを表す言葉を書こ
うとしている。

評価方法 ワークシート、交流 観察、作品

単元名（題材名） 書写　思いを文字で表そう

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・言葉の使われ方や表現
の特色に気をつけながら
詩を朗読している。

・詩に描かれた情景や作者
の思いを想像しながら，社
会状況や人間の生き方に
ついて考えている。

・詩を読んで進んで考えを
広げたり深めたりし，今ま
での学習を生かして，作品
の価値や自分の可能性に
ついて考えをまとめようとし
ている。

評価方法

朗読 ノート、観察 朗読、ノート、観察

3　年間指導計画（その⑬）

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。



２，３月 指導時数 ４時間

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

概ね満足な姿（Ｂ規準）

・相手や場を意識して敬語
を使ってスピーチしたり，説
明文を書いたりしている。
・目的に応じて情報を収
集・整理して相手にわかる
ように説明している。
・昔の時間の表し方や地名
などを調べ，現代と比較し
たり，現代に受け継がれた
りしていることを理解してい
る。
・アイヌ民族における地名
に関する文章を読み，読書
によって世界が広がること
を理解している。

・アイヌ民族における地名
に関する文章を読み，読書
によって世界が広がること
を理解している。・「話すこ
と・聞くこと」において，自分
の立場や考えを明確にし，
相手を説得できるように論
理の展開などを考えて，話
の構成を工夫している。
・目的や意図に応じて自分
の考えが伝わるように表現
のしかたを工夫している。
・自分の考えがわかりやす
く伝わるように聞き手の反
応を確かめながら，問いか
けたりわかりやすく言い換
えたりしている。
・本文から根拠となる部分
を挙げて，客観的に自分の
考えを書いている。

・粘り強く文章や資料を読
み取り，今までの学習を生
かしてそれぞれの学習課題
に取り組もうとしている。

単元名（題材名） 学習を振り返ろう

3　年間指導計画（その⑭）

評価方法

スピーチ、説明文、ワーク
シート

ワークシート、構成表、説明
文

ワークシート、交流

評価時期及び評価場面

ワークシート（第２時）、
スピーチ（第３時）

ワークシート（第２時）、
構成表、説明文（第３時）

ワークシート、交流（第４
時）

※概ね満足な姿はＢ規準であり、これより優れているものがＡ、これに満たないものをＣと評価する。

※生徒の実態に応じて、指導時期や指導時数、評価時期の方が変更になる場合もあります。


